
|講義の自標及び概要 1

1.内容
日本教育史の概観を、教育思想と教育制度と学校教育の領域を

とおして展開することができるように、講義内容を用意している。
しかし、教育の歴史は、その国の政治、経済、文化などの社会的
状況と大きく関連している。そこで、講義の内容は、教育の思想
や制度、学校教育だけでなく、広く日本人の形成にかかわったと
考えられるところの、社会的、文化的な領域をも取りあっかうこ

ととする。
2. カリキュラム上の位置づけ
基本的な日本教育史の概説で、学科の専門科目ならびに教職の

教養科目である。

3. 学びの意義と目標
日本教育史における基本的事項の理解が得られることを目指

す。そして、それらの事項の整理をすることによって、日本の教
育の流れの特色を知ることを目指す。

i評価方法 j

評価の割合は、定期試験70%、出席状況30%である。

|教科書!

プリントを配布する

i講義の自撰及び概要!

(内容〉
日本のキリスト教の歴史について、特に明治以降のプロテスタ

ントに重点を置きつつ、基礎的な事項を学ぶ。秋学期は代表的キ
リスト者を取り上げ、その生涯・信仰・思想について学ぶ。
(カリキュラム上の位置づけ)
1年次におけるキリスト教概論をふまえつつ、日本における思

想や文化についてキリスト教的視点から学ぶ基礎・選択科目。

(学びの目標)
日本におけるキリスト教の大概をについて当時の社会・思想状

況と併せて理解するとともに、宗教や信仰とは何かについて自ら
考え実践に生かすことができるようになることを目指す。
(参考文献)
鵜沼裕子『近代日本キリスト者の信仰と倫理~(聖学院大学出版会)

『近代日本のキリスト教思想家たち~ (日本基督教団出版

局)

|評価方法|

出席・参加度40%、オンラインレポート40%、礼拝レポート20%。
出席状況と礼拝レポート提出数が規定に満たない場合、また、オ
ンラインレポート未提出の場合は評価の対象としない。

|教科書 i
プリントを配布する

i講義の呂摂及び概要 l
(内容〉 日本のキリスト教の歴史について、特に明治以降のプ

ロテスタントに重点を置きつつ、基礎的な事項を学ぶ。春学期は
総体的・通時的な把握を試みる。

(カリキュラム上の位置づけ) 1年次におけるキリスト教概論を
ふまえつつ、日本における思想や文化についてキリスト教的視点
から学ぶ基礎・選択科目。

(学びの目標) 日本におけるキリスト教の大概について当時の
社会・思想状況と併せて理解するとともに、宗教や信仰とは何か
について自ら考え実践に生かすことができるようになることを目
指す。

(参考文献)

鵜沼裕子『史料による日本キリスト教史~ (聖学院大学出版会)
海老沢有道『日本キリスト教史~ (日本キリスト教団出版局)
土肥昭夫『日本プロテスタント・キリスト教史~ (新教出版社)

i評鏑方法 i
出席・参加度40%、オンラインレポート40%、礼拝レポート20%。
出席状況と礼拝レポート提出数が規定に満たない場合、また、オ
ンラインレポート未提出の場合は評価の対象としない。

|教科書 i
プリントを配布する

[講義の目標及び概要|

明治以降のわが国の経済の歴史を学びます。高校までの歴史の
イメージだけで見ると、この講義は人名と出来事と年号を暗記す

る時間に思われるかもしれません。しかしせっかく学ぶならば、
なぜそれがおきたのか?なぜそのような結果になったのか?なぜ
人(または政府や企業)はそのように行動したのか?というとこ
ろまで知りたいとは思いませんか?これらの謎を解く上で経済学
は強力な武器となります。理論を使って考えることで、歴史のよ
り一層深い理解に到達することができるでしょう。
この意味で本講義は、春学期「経済学」の応用・発展に位置づ

けられます。前半はマクロの手法(成長理論)による通史を、後
半は最近のミクロの手法(ゲームと契約の理論)を用いたテーマ
別の歴史をとりあげ、経済を読み解く力をつけることを目標とし

ます。
参考文献岩田規久男『日本経済を学ぶ~rそもそも株式会社と

は』ちくま新書、原田泰『コンパクト日本経詩論J新世社、福田
填一・照山博司『演習式マクロ経済学・入門』有斐閣

!評部方法 i
中間試験(ないしはレポート)50% 
期末試験50%
(中間試験未受験またはレポート未提出の者は期末試験受験資格

を失います)

|教科書|

伊藤修『日本の経済一歴史・現状・論点』中央公論新社

柳川隆・町野和夫・吉野一郎『ミクロ経済学・入門ービジネスと
政策を読みとく』有斐閣



|講義の自標設び概要 1

1. 内容

基礎的な日本語文法を復習し、より上級の文脈において運用で

きるようにする。

(1) 文法の用法を理解し、用法練習をする。
(2) 学んだ文法を使用した表現の練習をする。

(3) 各課ごとに文法の確認の小テストを行う。

2. カリキュラムの位置づけ

日本語を母語としない外国人留学生のための授業。大学の講義

を受ける上で不可欠な四技能の基礎となる文法能力の養成を目的

とする。

3. 学びの意義と目標

大学で講義を受けるために必要な基礎的な日本語の文法力を習

得し、その定着を諮り、さらに運用できるようにする。

|評嫡方法!

中間・期末テスト (60%)、小テストおよび宿題 (20%)、授業へ

の参加度 (10%)、出席率(10%)の総合評価による。

※欠席が3分のl以上となる場合、単位は与えられない。

|教科書!

プリントを配布する

|講義の詰襟及び概要 1

1、内容
教科書に使用されている基礎語葉及び基礎文法を学ぶ。読解も

行われるが、話したり書いたりしながら学習した日本語の定着を

はかる。そのため、各課において、語葉・文法の導入や口頭発表

や作文等の指導がされる。教科書以外にも、教科書の内容に関連

したビデオ及び短い読み物などの副教材を使用する予定である。

しっかりと日本語力を身につけていくために、授業外での教科書

内容に沿った予習復習課題も課せられる。

2、カリキュラム上の位置づけ

大学で学ぶために必要な日本語学習の前段階としての日本語科

目である。

3、学びの意義と目標

基礎的日本語能力の習得と定着を学習目標とする。

|評錨方法|

試験60%、クイズ10%、宿題等の提出等を含む平常点15%、出席

点15%。
※ 欠席が全授業数の3分の1を超える場合は評価対象とならな

!教科書 i
松田浩志他『テーマ別上級で学ぶ日本語』研究社

|講義の自撰及び概要 1

1.内容

基礎的な日本語文法を復習し、より上級の文脈において運用で

きるようにする。

(1) 文法の用法を理解し、用法練習をする。

(2) 学んだ文法を使用した表現の練習をする。

(3) 各課ごとに文法の確認の小テストを行う。

2. カリキュラムの位置づけ

日本語を母語としない外国人留学生のための授業。大学の講義

を受ける上で不可欠な四技能の基礎となる文法能力の養成を目的

とする。

3. 学びの意義と目標

大学で講義を受けるために必要な基礎的な日本語の文法力を習

得し、その定着を諮り、さらに運用できるようにする。

|評髄方法 i
中間・期末テスト (60%)、小テストおよび宿題 (20%)、授業へ

の参加度(10%)、出席率(10%)の総合評価による。

※欠席が3分のl以上となる場合、単位は与えられない。

|教科書 i
プリントを配布する

i講義の冨標及び概要 1

1、内容

教科書に使用されている基礎語葉及び基礎文法を学ぶ。読解も

行われるが、話したり書いたりしながら学習した日本語の定着を

はかる。そのため、各課において、語葉・文法の導入や口頭発表

や作文等の指導がされる。教科書以外にも、教科書の内容に関連
したピデオ及び短い読み物などの副教材を使用する予定である。

しっかりと日本語力を身につけていくために、授業外での教科書

内容に沿った予習復習課題も諜せられる。

2、カリキュラム上の位置づけ

大学で学ぶために必要な日本語学習の前段階としての日本語科

目である。

3、学びの意義と目標

基礎的日本語能力の習得と定着を学習目標とする。

|評価方法|

試験60%、クイズ10%、宿題等の提出等を含む平常点15%、出席

点15%。
※ 欠席が全授業数の3分のlを超える場合は評価対象とならな
し、

|教科書 i
松田浩志他『テーマ別上級で学ぶ日本語』研究社
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|講義の目標及び概要 1

1.内容

大学の授業中で必要な口頭発表の表現や、具体的に調査や発表
をする方法について学ぶ。発音棟習を行うとともに、日本語での

発表に慣れるため、学期中に複数回口頭発表を行う。この授業で

は、自分の意見や考えをまとめて発表するだけでなく、他の学生

の発表を聞いて、質問したり意見を述べたりすることも併せて学

習する。発表の際の原稿を書くこと、レジュメを書くことも学習

する。

2.カリキュラムの位置づけ

外国人留学生のための授業。大学の授業で必要とされる口頭発

表の、基礎力養成のための授業である。

3. 学びの意義と目標

日本語での口頭コミュニケーションの障害を取り除き、発表の

際の口頭表現能力の向上を目指す。

l評栖方法|

発表(60%)、提出物(30%)、出席(10%)の総合評価による。欠

席が3分のl以上となる場合、単位は与えられない。

|教科書 i
授業の中で指示する

中川千恵子・中村則子『にほんご発音アクティピティ』アスク出

版

i講義の思標及び概要 1

1.内容

日本語能力の文法事項に焦点を絞り、その意味用法を学び応用

できるようにする。基礎的な日本語文法を復習しまとめ度し、よ
り上級の文法項目を学習する。短い読み物や会話表現などを用い

ることによって、日本語の文法能力の向上をはかる。

(1) 最初は授業1、2屈で1つの課を学習しその後、基本的には1聞
に1課の進度で進める。

(2) 文法の用法を理解し練習した後、さらに実際に例文を作成

し、理解を深める。

(3) 課ごとに文法の確認の小テストを行う。

2. カリキュラムの位置づけ
外国人留学生のための授業。大学の講義を受ける上での不可欠

な、四技能の基礎である文法能力の養成のためのもの。

3. 学びの目標

大学で講義を受けるために必要な、基礎的な日本語の文法力の

習得とその定着を目指す。

|評価方法 i
中間・期末テスト (60%)、小テスト・宿題 (20%)、授業への参

加度 (10%)、出席率 (10%)、の総合評価による。

※欠席が3分のl以上となる場合、単位は与えられない。

i教科書|

友松悦子・和栗雅子『中級日本語文法要点整理ポイント20J)スリー
エーネットワ}ク

|講義の呂標及び概要 1

1.内容

大学の授業で必要とされる情報収集及び、口頭発表の基礎を学

ぶ。日本語での発表に噴れるため、発音練習を行うとともに、学

期中に複数回スピーチや発表を行う。あるテーマについて各自調

べた内容をまとめて発表したり、そこから自分で考えたことにつ

いて発表したりする。また、レポートや発表用レジュメの書き方
も併せて学ぶ。

2. カリキュラムの位置づけ

外国人留学生のための授業。大学の授業で必要とされる情報収

集及び、口頭発表の基礎力養成のための授業である。

3. 学びの意義と目標

日本語での口頭コミュニケーションの障害を取り除き、発表の

際の口頭表現能力の向上を目指す。また、口頭発表の準備や具体

的な方法を学ぶことも目標とする。

|評髄方法!

発表(60%)、レポート (30%)、出席(10%)の総合評価による。

欠席が3分のl以上となる場合、単位は与えられない。

|教科書 i
授業の中で指示する

i講義の目標及び概要 i
1.内容

日本語能力の文法事項に焦点を絞り、その意味用法を学び応用

できるようにする。基礎的な日本語文法を復習しまとめ直し、よ

り上級の文法項目を学習する。具体的には、短い読み物や会話表

現などを用いることによって、日本語の文法能力の向上をはかる。

(1) 最初は授業1、2囲で1つの課を学習し、その後基本的には1回
に1課の進度で進める。

(2) 文法の用法を理解し練習した後、さらに実際に例文を作成

し、理解を深める。

(3) 課ごとに文法の確認の小テストを行う。

2. カリキュラムの位置づけ

外国人留学生のための授業。大学の講義を受ける上での不可欠

な、四技能の基礎である文法能力の養成のためのもの。

3. 学びの目標

大学で講義を受けるために必要な、基礎的な日本語の文法力の

習得と、その定着を学習目標とする。

i評鏑方法 i
中間・期末テスト (60%)、小テスト・宿題 (20%)、授業への参

加度 (10%)、出席率 (10%)、の総合評価による。

※欠席が3分の1以上となる場合、単位は与えられない。

i教科書 i
友松悦子・和栗雅子『中級日本語文法要点整理ポイント201lスリー
エ}ネットワ}ク
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|講義の自標及び概要 1

1.内容

本講義は、日本語を母語としない外国人留学生が講義レポート
を日本語で書けるようになるための基礎力を養成するものであ
る。一文からはじめ、最終的には600'"'-'800宇の文章を作成する。
学生自身の文章作成とともに、日本語の文章の特徴を学習し、日
本語における論理的な文章とは何かを学んでし、く。
2. カリキュラムの位置づけ
留学生の語学科目である。

3. 学びの意義と目標
大学での講義レポートや卒業論文に自信を持って臨めるような

日本語の文章力を身につけることを学びの目標とする。

|評価方法 l
中間・期末テスト (50%)、課題提出 (40%)、出席(15%)、授業
貢献度・態度 (5%)の総合評価による。また、欠席3回を超える
者は、例え総得点がトップρであっても評価Sは与えられない。

|教科書 i
授業の中で指示する

|講義の目標及び概要 1

1.内容
大学の講義、テレビやインターネットの動画などを開き、得た

音声などの情報から、意味を再構築し、理解した内容をノートに
まとめたり、それについて自分の考えを発信できるような日本語
のコミュニケーション能力を養成することを目標とする。具体的

には(1)音声などの情報から意味を再構築するために、聴解のス
トラテジーを学ぶ。 (2)内容の大意をわかりやすく文章にまとめ
る練習を行う。 (3)語葉を拡大し、文型を定着させるために開き
取りクイズを行う。 (4)理解した情報をもとに自分の考えを発表

して話し合う。
2. カリキュラム上の位置づけ
外国人留学生に必要とされる聴解能力を中心とした日本語の運

用力を養成するための授業である。(音声表現理解) Aでは聴解
ストラテジーの習得に重点を置く。

3. 学びの意義と目標
留学生が大学での研究・学習生活に支障のない日本語の聴解能

力を身につけ、コミュニケ)ションを通じて日本社会に参加でき

るようになることがこの授業の目的である。

l評価方法 i
出席 (30%)、授業内タスクと宿題 (30%)、試験 (30%)、授業へ
の参加度(10%)の総合評価による。※欠席が3分のl以上となる
場合、単位は与えられない。出席が3分の2以上あっても成績不良

により不合格になる場合もある。

|教科書!

プリントを配布する

|講義の自壊及び概要 1

1.内容

本講義は、日本語を母語としない外国人留学生が講義レポート
を日本語で書けるようになるための基礎力を養成するものであ
る。学生自身の文章作成とともに、日本語の文章の特徴を学習し、
日本語における論理的な文章とは何かを学んでし 1く。また、レ
ポート等の文章のほか、待遇表現を意識した手紙やE-mailの書き
方についても学習する。
2. カリキュラムの位置づけ

留学生の語学科目である。
3. 学びの意義と目標

大学での講義レポートや卒業論文に自信を持って臨めるような
日本語の文章力を身につけることを学びの目標とする。

|評価方法!

中間・期末テスト (50%)、課題提出 (40%)、出席(15%)、授業
貢献度・態度 (5%)の総合評価による。また、欠席3回を超える
者は、例え総得点がトップであっても評価Sは与えられない。

i教科書 i
授業の中で指示する

|講義の目標及び概要 1

1.内容

日本語のニュース、 ドキュメンタリー、 ドラマ、バラエティー
などの幅広いジャンノレの番組を視聴し、正確に理解すると開時に、
大意をまとめられるようになることを目指す。また、理解のため
に背景知識となる最新の日本社会の情報や現代日本の若者の考え
方について学んだり、読み解くための能力を養い、見たものに対

して自分の考えを発信できるようになることを目指す。
2. カリキュラム上の位置づけ

外国人留学生に必要とされる聴解能力を中心とした日本語の運
用力を養成するための授業である。(音声表現理解) Bでは内容
理解を中心に行う。
3. 学びの目標

留学生が大学での研究・学習生活に支障のない日本語の聴解能
力を身につけ、コミュニケーションを通じて日本社会に参加でき
るようになることがこの授業の目的である。

|評価方法 i
出席 (30%)、授業内タスクと宿題 (30%)、試験 (30%)、授業へ
の参加度(10%)の総合評価による。※欠席が3分のl以上となる
場合、単位は与えられない。 出席が3分の2以上あっても成績不
良により不合格になる場合もある。

|教科書|

プリントを配布する
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|講義の目標及び概要 1

1.内容
本講義は、日本語を母語としない外国人留学生の日本語四技能
(読む・書く・聴く・話す)の総合的な伸長を目的とする。

四技能の総合トレーニングとしては、新聞記事等の読解とディ
スカッション、学生自身による新聞記事の収集と発表、文化およ

び社会的背景を持った語藁の予習とそれを利用した視聴覚教材に
よる聴解練習などを行う。
なお、語葉力の強化のため、毎回カタカナのディクテーション

または漢字の小テストを行う。
2. カリキュラムの位置づけ
留学生の語学科目である。

3. 学びの意義と目;標

大学生活を送る上で必要となる日本語能力の伸長とともに、こ
とばで自分の意見を表現すること及び発表する事柄を自分で探す
習慣を付けることを学びの目標とする。

|評価方法 i
中間・期末テスト (40%)、課題発表と授業貢献度 (15%)スピー

チ発表(15%)出席(20%)小テスト(10%)の総合評価による。欠席
3回を超える者は、例え総得点がトップであっても評価Sは与え

られない。

i教科書 j
授業の中で指示する

j講義の自標及び概要 1

1.内容
留学生が大学において口頭発表・討論を行う力を養成する。資

料の集め方、アンケートなどの調査の仕方、データ分析とまとめ
方、レジュメの作り方、発表や討論の仕方などを学びながら、最
終的に自分の関心のあるテーマについて発表するための準備を進

め、その途中経過も小発表し、質疑応答を通して内容を深めてい
く。
2. カリキュラム上の位置づけ
留学生が調査・発表に関する基本的表現と技能を身につけ、口

頭表現力を高めるための授業。自分の専門のゼミや将来の仕事な

どでも応用できるようにする。
3. 学びの意義と目標
自分でテーマを探し、適切な調査が行える。調べたことを取捨

選択して、レジュメにまとめられる。聞き手に理解してもらえる
発表が工夫できる。討論に参加できる。発表における開き手の重

要性を知り役割を果たす。

i評備方法 i
口頭発表40%、平常点(クラス活動への参加度、課題提出)40%、
最終課題(レジュメ、レポート)20%を総合して評価する(変更
されることもある)。欠席が3分の1を超える場合、発表予定で無

断欠席した場合は評価しない。

|教科書|

プリントを配布する

i講義の目標及び概要 1

1.内容
本講義は、日本語を母語としない外国人留学生の日本語屈技能
(読む・書く・聴く・話す)の総合的な伸長を自的とする。
匝技能の総合トレ}ニングとしては、読解とディスカッション、

長文読解とその聴解、視聴覚教材による日本語のバリエーション

の理解などを行う O

なお、語葉力の強化のため、毎回カタカナのディクテーション
または漢字の小テストを行う。

2. カリキュラムの位寵づけ
留学生の語学科目である。

3.学びの意義と目標
大学生活を送る上で必要となる日本語能力の伸長とともに、こ

とばで自分の意見を表現すること及び実際に用いられている日本
語の多様性を観察することを学びの目標とする。

|評価方法 i
中間・期末テスト (50%)、課題および宿題の提出 (20%)、出席・
授業貢献度 (20%)、小テスト (10%)の総合評価による。欠席3囲
を超える者は、例え総得点がトップρであっても評価Sは与えられ

ない。

|教科書|

授業の中で指示する

|講義の目標及び概要 1

1.内容
留学生が大学において口頭発表・討論を行う力を養成する。資

料の集め方、アンケートなどの調査の仕方、データ分析とまとめ
方、レジュメの作り方、発表や討論の仕方などを学びながら、最
終的に自分の関心のあるテーマについて発表するための準備を進

め、その途中経過も小発表する。
2. カリキュラム上の位置づけ
留学生が調査・発表に関する基本的表現と技能を身につけ、口

頭表現力を高めるための授業。自分の専門のゼミや将来の仕事な

どでも応用できるようにする。春学期の「日本語2(調査・発表)

AJより詳しい調査を行う。
3.学びの意義と目標
自分でテーマを探し、適切な調査が行える。調べたことを取捨

選択して、レジュメにまとめられる。聞き手に理解してもらえる
発表が工夫できる。討論に参加できる。発表における聞き手の重
要性を知り役割を果たす。

i評価方法|

口頭発表40%、平常点(クラス活動への参加度、課題提出)40%、
最終課題(レジュメ、レポート)20%を総合して評価する(変更
されることもある)。欠席が3分のlを超える場合、発表予定で無
断欠席した場合は評価しない。

|教科書|

プリントを配布する
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|講義の目標及び概要 i
(1)内容

大学の授業で必要とされる基本的な文章表現を学ぶ。読解と文
型の短文作成練習によって、書き言葉の構造と運用を身につけ、
さらにテーマに即した作文練習をすることで、自分の考えを的確

に述べることができるように学習していく。
(2)カリキュラム上の位置づけ

留学生のための日本語授業。
(3)学びの目標

大学の授業で提出する文章やレポートが、正しい日本語と大学
生の文章として適切な表現でできるようになることを目標にす
る。

|評価方法 l
学期末テスト (60%)、授業内および宿題等の提出物 (20%)、平

常点 (10%)、出席点(10%)の総合評価となる。
※欠席が全授業数の3分のlを超えた場合は評価対象とならない。

|教科書|

『大学・大学院 留学生の日本語(4)論文作成編』アノレク

i講義の自標及び概要 1

1.内容
日本語能力試験N1レベルの文法を学ぶ。使用頻度の低い文法

や複雑で意味の取りにくい文法が理解できるようになるために練
習問題とともに実際の使用の観察を行う。
2. カリキュラムの位置づけ
留学生の語学科目である。

3. 学びの意義と目標
日本語を母語としない外国人留学生が日本人と共に大学の授業

を受けるために必要となる文法力を身につけることを学習目標と
する。

日本語2(文法)A' Bを受講後、自信を持って日本語能力試験
N1を受験できるようになってもらいたい。

|評価方法 i
中間・期末テスト (60%)、小テストと授業貢献度 (20%)、出席

(20%)の総合評価による。また、欠席3回を超える者は、たとえ
総得点がトップ。であっても評価Sは与えられない。

i教科書|

安藤栄里子・今川和『耳から覚える日本語能力試験 文法トレー
ニングNlJ]アノレク

|講義の目標及び概要|

(1)内容
レポートの書き方をふくめた、大学の授業で必要とされる文章

表現力を習得する。文型の短文作成練習等を通し書き言葉や文章
構造を身につけ、テーマに即した作文練習をすることで自分の考
えを的確に述べることができるようにする。
(2)カリキュラム上の位置づけ

留学生のための日本語授業。
(3)学びの目標

大学の授業に必要な文章やレポートが、大学生のとして適切か
っ正しい日本語表現となることを目標にする。

|評価方法!

学期末テスト (60%)、授業内および宿題等の提出物 (20%)、平
常点 (10%)、出席点(10%)の総合評価となる。
※欠席が全授業数の3分のl以上の者の単位は認められない。

l教科書|

『留学生の日本語(4) 論文作成編』アノレク

i講義の自擦及び概要 1

1.内容
日本語能力試験N1レベルの文法を学ぶ。使用頻度の低い文法

や複雑で意味の取りにくい文法が理解できるようになるために練
習開題とともに実際の使用の観察を行う。
2. カリキュラムの位置づけ
留学生の語学科目である。

3. 学びの意義と目標

日本語を母語としない外国人留学生が日本人と共に大学の授業
を受けるために必要となる文法力を身につけることを学習目標と
する。

日本語2(文法)A' Bを受講後、自信を持って日本語能力試験
N1を受験できるようになってもらいたい。

|評価方法 j
中間・期末テスト (60%)、小テストと授業貢献度 (20%)、出席

(20%)の総合評価による。また、欠席3回を超える者は、例え総得
点がトップであっても評価Sは与えられない。

|教科書!

安藤栄里子今川和『耳から覚える 日本語能力試験文法 ト
レ}ニングNlJ]アノレク



日本語の語葉力を高めるととも

2. カリキュラム上の位置づけ
外国人留学生のための日本語授業である。授業内容は、専門的

ではなく基本的な内容を扱う。しかし日本語2レベル履修後で、な

いと受講が難しい。

3. 学びの意義と目標
留学生が日本人と共に学ぶために必要な日本語力の向上を学習

目標とする。
この授業では、小説を読むことを通して、日本語の語葉力を培

うとともに、日本語文法の多様性をも理解できるようになること

がこの授業の目標である。

i評嫡方法 i
試験30%、最終課題(レポートなど)30%、平常点(授業参加度

など)20%、出席点20%で評価する。
*ただし欠席が全授業屈数の3分のl以上の場合は評価対象となら

ない。

|教科書 i
授業の中で指示する

i講義の目標及び概要 1

1.内容
本講義は、日本語を母語としない外国人留学生の日本語による

自己表現を支援するものである。自己表現の手段として、社説、
川柳、俳句、短歌、スピーチ、小論文など多用な題材を用い、可

能な限り外部への投稿を行う。
2. カリキュラムの位置づけ
留学生の語学科目である。

3. 学びの意義と目標
本校における日本語能力の一番高いクラスであるため、日本文

化を学びながら日本語で表現することを楽しみ、日本語で積極的
に自己表現できるようになることを学びの目標とする。

!評鏑方法 i
出席 (25%)、課題提出 (40%)、発表 (20%)、授業貢献度 (15%)

の総合評価で行う。
欠席3回を超える者は、例え総得点がトップであっても評価Sは与

えられない。

|教科書 l
プリントを配布する

|講義の自撰及び概要 j
1.内容
いろいろな短編小説を通して、日本語の語葉力を高めるととも

に、文法の多様性を学んでいく。さらに自律学習に向けてのスト

ラテジーの育成を図る。
またこの授業では、視聴覚教材を通して、作品の時代背景や作

者の素顔なども学んでいく。授業内容は、学生の日本語レベノレに

応じて変更することがある。

2. カリキュラム上の位置づけ
外国人留学生のための日本語授業である。授業内容は、専門的

ではなく基本的な内容を扱う。しかし日本語2レベル履修後で、な

いと受講が難しい。

3. 学びの意義と目標
留学生が、日本人と共に学ぶために必要な日本語力の向上を学

習目標とする。
この授業では、小説を読むことを通して、日本語の語葉力を培

うとともに、日本語文法の多様性をも理解できるようになること

が、この授業の目標である。

|評価方法 j

試験30%、最終課題(レポ}トなど)30%、平常点(授業参加度

など)20%、出席点20%で評価する。
*ただし欠席が全授業回数の3分のl以上の場合は評価対象となら

ない。

|教科書|

授業の中で指示する

|講義の自標及び概要 1

1.内容
日本語を母語としない外国人留学生の日本語による自己表現実

践のためのクラス。現代の俳句、川柳、短歌、エッセイ、ショー
トショート(掌編小説)などの文学的素材を鑑賞し、創作を試み

る。創作作品は、たとえ稚拙であっても、本人のオリジナリティー
が感じられるものであれば、高く評価される。可能な限り外部へ

の投稿も行う。
2. カリキュラム上の位置づけ
留学生の語学科目である。

3. 学びの意義と目標
本校における日本語能力の最上位クラスであるので、教師と学

生が共に言葉の面白さを感じ、文学を味わい、また自己表現する

喜びを分かち合うクラスにしたい。学生からの希望作品があれ

ば、できるだけ取り入れるようにしたい。

!評価方法 i
出席 (25%)、課題提出 (40%)、発表 (20%)、授業貢献度 (15%)

の総合評価。
欠席3回を超える者は、たとえ総得点がトップロであっても評価S

は与えられない。

|教科書 i
プリントを配布する
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!講義の目標及び概要 1

1.内容

大学専門課程の授業やゼミで必要とされるアカデミックな総合
日本語力を養う。この講義では、各自が輿味を持つテーマを決め、
資料を集め、発表し、レポート作成ができるまでを丁寧に指導し
ていく。発表前には実践練習を行い、技術や資料・原稿の改善点

の助言が受けられる。また、各自の発表テーマや内容についての
クラス討論を通し、自分以外の履修者の発表についても、深く理
解し、話し合う機会が与えられる。最後にレポートを作成するこ
とによって、学期を通して総合的な上級日本語能力を習得するこ
とができる。
2. カリキュラム上の位置づけ

留学生が大学専門課程で必要とされる資料調査・発表(プレゼ
ンテーション)・討論(ディスカッション)などの口頭表現能力を

中心とした総合的な日本語力を身につける授業o

3. 学びの意義と目標
学期中、教師やクラスメートの助言や支援を受けながら、自分

が興味を持つテーマについて、じっくりと調査・発表を行う経験
をすることで、日本語力を確実にレベルアップし、自信を持って

専門課程の授業に対応することができるようになる。

|評価方法 i
口頭発表40%、平常点(活動への参加度・課題提出)40%、最終
レポ}ト20%を総合して評価する。(変更する場合もある。)欠席

が3分のlを超えた場合は評価対象とならない。

|教科書|

プリントを配布する

|講義の目標及び概要 1

1.内容
・ドラマ視聴を通して、話しことばに特有な表現を聞き取れるよ

うにする。
・ドラマ視聴を通して、文脈に即した表現を理解し、使えるよう

にするo

.小グループによる話し合いを中心に学習を進める。

・中間テストおよび期末テストを行い、文脈に沿った表現が使え
ているか、 ドラマの内容が聞き取れているかを確認する。
2. カリキュラムの位置づけ
・留学生のための日本語授業。大学の講義を聞く力をつけつつ、
日本人とスムーズなコミュニケーションを行うために必要な表現
を学び、使えるようにする。目上の人への敬語表現から親しい友

人とのおしゃべりまで幅広く扱う。
3. 学びの意義と目標
日本で生活するうえで必要なコミュニケーション能力を、 ドラ

マ視聴を通して身に付けることを目標とする。

|評錨方法 i
出席が3分の21こ満たない場合は評価対象とならない。
話し合いに積極的に参加すること。授業参加度として評価の対象

となる。出席率20%、授業参加度30%、中間テスト・期末テスト

50% 

|教科書 i
プリントを配布する

|講義の国標及び概要 1

1.内容
大学専門課程の授業やゼミで必要とされるアカデミックな総合

日本語力を養う。この講義では、各自が輿味を持つテーマについ
て、インタビューまたはアンケートなどの調査を行い、その結果
を分析し、発表し、最後にレポートを作成する。調査・発表の前

には、事前練習を行い、助言が受けられる。また、他の学生とク
ラスで五いのテーマや発表について討論も行う。これらの活動か
ら総合的な上級日本語能力を習得することができる。
2. カリキュラム上の位置づけ
留学生が大学専門課程で必要とされる調査(インタビュー・ア

ンケート)・発表(プレゼンテ}ション)・討論(ディスカッショ

ン)などの口頭表現を中心とした総合的な日本語力を身につける
授業。日本語3Aを履修していることが望ましい。
3. 学びの意義と目標
学期中、教師やクラスメートの助言や支援を受けながら、自分

が興味を持つテ}マについて、本格的な調査・発表を行う経験を

することで、日本語力を確実にレベルアップし、自信を持って専
門課程の授業に対応することができるようになる。

!評鏑方法 j
口頭発表40%、平常点(活動への参加度・課題提出)40%、最終

レポート20%を総合して評価する。(変更する場合もある。)欠席
が3分のlを超えた場合は評価対象とならない。

|教科書|

プリントを配布する

i講義の目標及び概要 1

1.内容
・ドラマ視聴を通して、話しことばに特有な表現を聞き取れるよ
うにする。
・ドラマ視聴を通して、文脈に即した表現を理解し、使えるよう
にする。また、様々な表現について、それらが出現可能な文脈を

自ら構築する力を養う。
・小グループによる話し合いを中心に学習を進める。
・中間テストおよび期末テストを行い、文脈に沿った表現が使え

ているか、特定の表現をもとにドラマの場面を作成することがで
きるかを確認する。
2. カリキュラムの位置づけ
-留学生のための日本語授業。大学の講義を聞く力をつけつつ、
日本人とスムーズなコミュニケーションを行うために必要な表現

を学び、使えるようにする。目上の人への敬語表現から親しい友
人とのおしゃべりまで幅広く扱う。
3. 学びの意義と目標
日本で生活するうえで必要なコミュニケーション能力を、 ドラ

マ視聴を通して身に付けることを目標とする。

|評価方法 i
出席が3分の21こ満たない場合は評価対象とならない。
話し合いに積極的に参加すること。授業参加度として評価の対象
となる。出席率20%、授業参加度30%、中間テスト・期末テスト

50% 

i教科書 j
プリントを配布する
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l講義の毘擦及び概要 i
1.内容

日本語のテレビや動画のニュースや新聞記事などを通して時事
問題を理解し、上級の語葉は表現を習得し、メディアの解読がで
きるようになることを目指す。授業では(1)新聞記事の解読と話
し合い、 (2)ニュースの解読と話し合いを行う。(ニュースで学ぶ)
Aでは教師が選んだ新聞やニユ}スを解読し、語葉や表現の理解

と習得に重点を置く。
2. カリキュラム上の位置づけ
外国人留学生に必要とされるメディアの読解と聴解能力を中心

とした日本語のコミュニケーション能力を養成するための授業で
ある。
3. 学びの目標

留学生が大学での研究・学習生活に支障のない日本語のメディ
ア解読能力を身につけ、日本社会に参加できるようになることが
この授業の目的である。

|評価方法|

出席 (30%)、語葉テスト (30%)、試験 (30%)、授業への参加度
(10%)の総合評価による。※欠席が3分のl以上となる場合、単

位は与えられない。出席が3分の2以上あっても成績不良により不
合格になる場合もある。

|教科書 j
プリントを配布する

|講義の目標及び概要 1

1.内容
基本的な敬語を復習し、相手との関係(上下・親疎)やいろい

ろな場面において適切な待遇表現が選択できるように応用練習を
する。具体的には、問い合わせや依頼などについて、口頭でのや

りとりとメールの書き方を学ぶ。また、仕事や進学の面接場面で
の対応や、自己アピーノレの表現についても学習する。また、仕事
のための日本語でのコミュニケーションも学ぶ。

2. カリキュラムの位置づけ
大学における日本語力を身につけた留学生のための講義で、卒

業後社会に出てからの日本語の使用に対応するもの。
3. 学びの目標
日本語での会話をスムーズに運ぶためには、人間関係や場面を

考慮して表現を選ばなければならない。本講義では、そのような
日本語での潤滑なコミュニケーションのための表現を学び、様々
な場面において実際に応用できるようになることを目標とする。

|評価方法|

テスト 50% 
授業中の発表と課題の提出 30% 
平常点(出席率、授業への参加度)20% 
*欠席が3分のl以上となる場合単位は与えられない。

|教科書 i
プリントを配布する

講義の;言語扇顧憂1
1.内容
日本語のテレビや動画のニュースや新聞記事などを通して時事

問題を理解し、上級の語葉の習得し、メディアの解読ができるよ
うになることを目指す。授業では(1)新聞記事の解読と話し合い、
(2)ニュースの解読と話し合いを行う。(ニュースで学ぶ) Bでは

学生自らニュースを選んで分析し、発信する能力の養成に重点を
置く。具体的には課題1として学生各人が関心を持つ新聞記事を
選び、選択理由・内容・意見を書いて提出する。課題2として動画
ニュースを選び、選択理由と内容及びニュースに対する意見の発

表を行う。
2. カリキュラム上の位置づけ

外国人留学生に必要とされるメディアの読解と聴解能力を中心
とした日本語のコミュニケーション能力を養成するための授業で

ある。
3. 学びの目標
留学生が大学での研究・学習生活に支障のない日本語のメディ

ア解読能力を身につけ、日本社会に参加できるようになることが
この授業の目的である。

|評価方法|

出席 (30%)、語葉テスト (20%)、課題1(20%)、課題2(20%) 

授業への参加度(10%)の総合評価による。※欠席が3分のl以上
となる場合、単位は与えられない。 出席が3分の2以上あっても
成績不良により不合格になる場合もある。

|教科書 i
プリントを配布する

「講義め菌標及び概要 1

1.内容
基本的な敬語を復習し、適切な待遇表現ができるように応用練

習をする。電話会話や日本語メーノレの書き方、進学や会社面接で
の対応や、自己アピールの表現についても学習する。また、社会
に出て仕事をするための日本語でのコミュニケーションを学ぶ。

2. カリキュラムの位置づけ
大学における日本語力を身につけた留学生のための講義で、卒

業後社会に出てからの日本語の使用に対応するもの。
3. 学びの目標
本講義では、日本語での潤滑なコミュニケーションのための表

現を学び、大学卒業後社会での様々な場面において、日本語を実
際に応用できるようになることを目標とする。

|評髄方法|

テスト 50% 
授業中の発表と課題の提出 30% 
平常点(出席率、授業への参加度)20% 
*欠席が3分のl以上となる場合単位は与えられない。

|教科書 i
プリントを配布する
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|講義の目標及び概要 1

1.内容

日本語教育能力検定試験の出題内容も視野に入れ、日本語教育
の観点から、日本語音声学・音韻論の基礎を学び、日本語の発音
記号の書き方を身につける。母語別の発音指導法にも触れる。
試験は、筆記と聴解の両方を課す。実際に発音したり音声を開

いたりして、音声の微妙な違いや自分の調音部位の状態を発見す
ることなどを重視するので、予習はせず、先入観なしに授業に臨
み、その後必ず復習をして、納得のいかなかった点を次の授業で
どんどん質問し、ディスカッションすること。
2. カリキュラム上の位置づけ

日本語教育の視点から、日本語音声学・音韻論の中の単音(分
節音)についての知識と応用を学ぶ。後期に「日本語学(音声・
音韻)BJを受講がのぞましい。
3.学びの目標

日本人にとっては、自分の発音を客観的かつ論理的に考えるこ
と、外国人にとっては、日本語の発音を論理的に知ることが目標
である。

i評価方法 i
期末テスト (60%)、出席率(35%)、授業態度・貢献度(5%)の総合

評価による。出席率70%を割った者は、期末テストを受けられな

|教科書|

棚橋明美『日本語教育能力試験に合格するための聴解開題10~ ア
ノレク

|講義の目標及び概要 1

1. 内容

この授業では、普段意識せずに使用している日本語を見直し、
日本語がどのような文法から成り立っているのかを学んでし、く。

日本語の文法は「命題Jと「モダリティ」から成ると言われてい
るが、「文法AJでは特に「命題Jに重きを置く。また、「文法AJ

では主に単文を扱う。
2. カリキュラム上の位置づけ
この授業は人文学部日本文化学科の専門科目群言語系統科目の

一つであり、日本語教員養成課程日本語学関係分野の科目の一つ
でもある。
3. 学びの意義と目標
日本語を客観的に観察し、分析し、説明する力をつけることを

目標とする。

|評髄方法|

出席25%、宿題・課題の提出25%、期末テスト(持ち込み可)40%、
授業参加度(発表などの授業内活動)10%。

|教科書!

森山 卓郎『ここからはじまる日本語文法』ひつじ書房

|講義の目標及び概要 1

1.内容
日本語のアクセント・イントネーション・リズムなどの韻律(プ

ロソディー)について学習する。実際の音声を聞いたり発音して
みたりすることで、アクセントやイントネーションなどの韻律特
徴をとらえ、体系化することを学ぶ。日本語教育能力検定試験の

出題内容も視野に入れ、試験問題なども扱う。

2. カリキュラム上の位置づけ
日本語教育の視点から、日本語音声学・音韻論の中の韻律(プ

ロソディー)についての知識と応用を学ぶ。前期の「日本語学(音
声・音韻)AJの受講がのぞましい。

3. 学びの目標

日本人にとっては、自分の発音を客観的かっ論理的に考えるこ
と、外国人にとっては、日本語の発音を論理的に知ることが目標
である。日本人学生と外国人学生が助け合って学習することも目
標の一つである。

|評価方法 j

期末テスト (60%)、出席率(35%)、授業態度・貢献度(5%)を総合

して判定する。出席率70%を割った者は、期末テストを受けられ
ない。

|教科書 i
授業の中で指示する

中川千慕子・中村尉子 他『さらに進んだスピーチ・プレゼンの
ための発音練習帳』ひつじ書房

|講義の目標及び概要 1

1.内容

この授業では、普段意識せずに使用している日本語を見直し、
日本語がどのような文法から成り立っているのかを学んでし1く。

日本語の文法は「命題Jと「モダリティ」から成ると言われてい
るが、「文法BJでは特に「モダリティJに重きを置く。また、「文
法AJでは主に単文を扱ったが、「文法BJでは複文についても考
察していく。
2. カリキュラム上の位置づけ
この授業は人文学部日本文化学科の専門科目群言語系統科目の

一つであり、日本語教員養成課程日本語学関係分野の科目の一つ
でもある。
3. 学びの意義と目標

日本語を客観的に観察し、分析し、説明する力をつけることを
目標とする。

|評価方法|

出席25%、宿題・課題の提出25%、レポ}ト40%、授業参加度(発
表などの授業内活動)10%。

|教科書!

森山 卓郎『ここからはじまる日本語文法』ひつじ書房



|講義の自擦及び概要|

(内容)

現代言語学は、科学の一分野として認識されるようになった。
これは、チョムスキーによる生成文法と呼ばれる言語研究が言語
学の主流の一つを占めるようになったためである。本講義では、
現在アメリカの代表的知識人の一人であるチョムスキーについて

紹介し、彼が確立した生成文法が何を問題とし、解明してきたか
を概説する。そして、生成文法が研究対象とする母語話者の言語
知識とは何であるかを、受講者のほとんどの母語である日本語と、
言語の普遍性の観点から日本人にとってもっとも知られている外
国語である英語のデータに基づいて、教科書の構成に従いながら
解説する。

(カリキュラム上の位置づけ〉
言語研究の各分野についての入門コース。

(学びの意義と目標)
現代知性の代表の一人としてのチョムスキーと現代言語学を具

体例を通して理解し、大学生レヴェルの現代言語学・言語哲学・
認知科学に関する人文学的教養を身に付ける。

|評価方法 i
出席 (20/100)・平常点(20/100)・期末レポート (60/100)

l教科書 i
井上和子・他『生成言語学入門』大修館書店

|講義の目標及び概要|

(1) <内容)本講義では、日本語教育の現状及び歴史を理解した上
で、英語・国語教育との比較における日本語教育の特色、日本語
の音声、文法、文字・表記、語葉、日本語教育と関わりのある社
会言語学、心理学を概観する。また、教師としての心構えについ
ても考える。
いくつかのテーマについては、講師が課題を出し、何人かの学

生を指名し、レポートを書かせる。指名された学生の一人は、レ
ポートの内容についてクラスに報告する。
(2) <カリキュラム上の位置づけ)日本語教育関係科目である。教

授法講義、教授法演習、教育実習へと進む上で必要となる基礎的
な知識を学ぶ。一年次及び二年次の受講が望ましい。日本語教員
養成課程修了のための必修科目であるが、教職課程をとる学生に
もすすめたい。
(3) <学びの意義と目標〉日本語教育に必要な基礎的知識を得るこ
と。

|評嫡方法|

(1)レポートの内容(2)教室内発表の内容(3)授業態度をそれぞれ

10%、(4)試験を70%に換算して評価する。出席時間数が全体の
3分の21こ満たない者は評価しない。

|教科書 i
高見津孟監修『新・はじめての日本語教育uアスク

i講義の自標及び概要 i
(講義の内容)
この講義では、日本語について形態論/語形成論の観点から考

察する。
前半では品詞と活用について考える。「品調/活用j とはそも

そもどういうものなのかという点について確認し、学校文法の品
詞/活用を言語学および日本語学の観点から検討する。またそれ
ぞれの研究史についての概観や、他の言語の品詞/活用との比較
も行う。
後半で、は詩形成について考える。たとえば、「目立ちたがり屋

さん」とし寸語はどう分解することができるだろうか。新しいこ
とばが生み出される時、どのような語形成の方法が取られている
だろうか。具体的な例を取り上げて分析・考察を行う。
(カリキュラム上の位置づけ)
この授業は、言語学・日本語学の基本的な知識を踏まえ、その

応用として形態論/語形成論のより深い知識と議論の方法を身に
つけるための専門科目の一つである。
(学びの意義と目標)
具体的な例に触れ、実際に分析したり議論したりすることに

よって、日本語の形態論/語形成の世界の豊かさ、奥深さを実感
し理解を深めることを目的としたい。

l評価方法!

学期末試験/レポート60%、出席20%、授業の活動への取り組み
20% 

i教科書|

プリントを配布する

l講義の目標及び概要|

(内容)外国人学生に日本語を教えるための実践的な力を養う 0

1 教室内作業
1)教科書の各課の指導項目を把握・分析し、各項目の導入方法

およびドリルや会話等の練習方法を学び、教案が立てられるよう
にする。

2)指導項目にあった、教材が作成できるようにする。
3)模擬実習を行い、実際の教壇に立てるようにする。

2 現場実習…夏休みの2週間を使い、実際に日本語教育機関で
見学および教壇実習を行う。見学ノート・教壇実習の教案および
そのレポート・日本語教育機関での実習を終えてのレポートを作
成、提出する。
(カリキュラム上の位置づけ)日本語教授法演習を終了し、いよ

いよ実践への応用となる段階である。
(学びの目標)これを履修することにより、現場で実際に教えら

れる力を身につけてほしい。
※このほかに、現場実習へ行く前に自主トレーニングを行っても

らう予定である。

|評価方法 i
(教案) (20%)、〈教室内発表) (20%)、(討論への参加度・実習

での取り組み)(10%)、出席状況(10%)<実習レポート・見学ノ、ー
トの内容) (30%)、実習校における担当教師の評価(10%)

|教科書 l
スリーエーネットワーク編nみんなの日本語 1.IU~(スリーエー
ネットワーク)



|講義の目標及び概要!

「外国人に対する日本語」の教え方の基礎を学ぶ。受講資格は、

「日本語教授法講義Jを履修済みであること。また、この演習の

単位を取得しなければ、「日本語教育実習Jの履修の資格は得られ
ない。

「外国人に対する日本語の教師Jになるための心構えをつくり、

必要な基礎知識を身につける。また いろいろな日本語教科書の

特徴を調べる。特に、『みんなの日本語』を用い、日本語文法を「文

型」という観点から学ぶ。

アセンブリーアワーに行われる実習報告会(例年10月または11
月に実施)、留学生弁論大会(開催される場合は11月頃)への参加

とレポート作成は、この授業の一環として必須事項とするのでス

ケジューノレを空けておくこと。また、入試日などの大学休校日を

利用して、日本語学校の授業見学を行う予定である。

|評錨方法 1

期末試験 (60%)、課題と授業への参加度 (20%)、出席率 (20%)、

の総合評価による。期末試験50%以上の得点、出席率70%以上、
かっ課題提出率100%を単位取得の条件とする。

i教科書!

『みんなの日本語 I 本冊』スリーェーネットワーク

|講義の自標及び概要 i
(内容)
近代およひや現代憲法の歴史と性格を踏まえた上で、日本国憲法

について、判例等参照しながら講義を行う。とくに、憲法の諸原

理と人権保障が中心となる予定である。

(カリキュラム上の位置づけ)

民法その他の法学関連の科目を受講しておくと、授業の内容が

さらに興味深いものとなるだろう。

(学びの意義と目標)
憲法の基本的な構造について学習することが目標である。

|評価方法|

筆記試験の成績を基礎としつつ (70%程度)、出席状況や授業中の

態度も考慮する。なお補助的な評価手段としてレポートを採用す

るかについては受講者と話し合って決めたいと思う。

i教科 書 i
芦部信喜著・高橋和之補訂『憲法第四版』岩波書庖

!講義の毘標及び概要 j
1.内容 まず、いろいろな外国語教授法を学んだ上で、初級・

中上級の指導法、 4技能(聞く・話す・読む・書く)の指導法、教

材の使い方などを中心に学んでいく。適宜教材作成も行う。本講

座は、次の二つのタスクで構成されている。

(1) (教室内発表)数名の学生を指名してレポート(教材作成を含

む)を書かせる。

担当者は、授業内で発表し、その後質疑応答を行う。

(2) (期末レポート〉指定したいくつかの課題の中からひとつ選び、

「期末レポート」を書き、期末最後の講義時間に提出する。

2. カリキュラム上の位置づけ 日本語教員養成のための科目で

ある。日本語教育概論をとった上で履修すること。この講義で、

教授法の全体的なことを学び、日本語教授法演習へと進む。

3. 学びの目標

第2言語としての日本語を外国人に教えるとはどういうことか

ということを学び、実際の現場で応用できるようにする。

!評価方法 i
評価は(教室内発表) (20%) (期末レポート) (50%)、討論への

参加度(10%)、出席状況 (20%) を総合して判定する。筆記試験

は行わない。出席時間数が全体の2/3に満たない者は評価の対象

としない。

|教科書 j

小林 ミナ『日本語教育能力検定試験に合格するための教授法

37 ~ (アノレク)

|講韓の自標及び概要 j

日本国憲法の規定を手がかりにしながら、現代日本社会におけ

る人権のあり様を検討していきますが、私の専攻であるジェン

ダー憲法学から考える日本国憲法論なので、一般的な内容ではな

く、学際的に社会学的手法・研究成果も取り上げながら、現実の

社会に存在する人権のあり方を探求し、それを理解していくこと

を目標とする授業となっています。

また、法学専攻でもなく法解釈学の基礎を知らない学生からす

れば、一般的な日本国憲法の授業によく見られるような各条文の

解釈論を展開していくことは難しいと思われるので、それを中心

的に扱うことはありえません。

まずは、人権を論じられるようになるための最低限の基本原理

を押さえた上で、ジェンダー憲法学から問題視される中心的な存

在である家族単位主義の問題点を理解するという目的の達成のた

めに、法律婚家族のあり方、子どもの人権侵害の象徴的存在であ
る「虐待J(CA)、という2項目にまつわる日本国憲法が関わる人権

問題を検討していき(具体的内容は「授業計画Jを参照のこと)、

そのことによって、家族(単位主義)と人権という人権論において

重要な問題点を理解するという本講義の目的を達成することにし

ます。

|評櫛方法 i
出席点・平常点を重視します(ただし、出席しているだけでは評価

の対象にまったくなりません)。そこでレスポンス=シート(:授

業末レポ}ト・テスト)の評価を出席点・平常点とし、配分は、

(出席点+平常点):学期末試験=67%:33%、 とします。

i教科書!

プリントを配布する
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|講義の目標及び概要 i
日本国憲法の規定を手がかりにしながら、現代日本社会におけ

る人権のあり様を検討していきますが、私の専攻であるジェン
ダー憲法学から考える日本田憲法論なので、一般的な内容ではな
く、学際的に社会学的手法・研究成果も取り上げながら、現実の
社会に存在する人権のあり方を探求し、それを理解していくこと

を目標とする授業となっています。
また、法学専攻でもなく法解釈学の基礎を知らない学生からす

れば、一般的な日本国憲法の授業によく見られるような各条文の
解釈論を展開していくことは難しいと思われるので、それを中心
的に扱うことはありえません。

まずは、人権を論じられるようになるための最低限の知識を押
さえた上で、ジェンダー憲法学から問題視されるセクシュアリ
ティ(:性のあり方)と人権というポイントを理解するという目的
の達成のために、性同一性障害(GI日)と人権、性に関わる人権に対
する侵害である性被害と人権の関わり、という 2項目を検討して
いき(具体的内容は「授業計爾」を参照のこと)、そのことによっ
て、セクシュアリティと人権という人権論において，¥;¥まだにしっ

かりと解決されていない重要な問題点を理解するという本講義の
目的を達成することにします。

|都価方法|

出席点・平常点を重視します(ただし、出席しているだけでは評価
の対象にまったくなりません)。そこでレスポンス=シート(:授
業末レポート・テスト)の評価を出席点・平常点とし、配分は、
(出席点十平常点):学期末試験=67%:33<}も、 とします。

i教科書 i
プリントを配布する

|講義の醤諜及び概要 i
[内容と目的]
アカデミック・ディベートは、現代社会の抱える様々な問題を、

肯定、否定に分かれて議論することで思考力、議論力、コミュニ
ケーション能力、プレゼンテーション能力等の向上を図る教育
ゲームです。この授業では、そのアカデミック・ディベートを初
歩から学んでいきます。アカデミック・ディベートを学ぶことで、
読む・聞く・書く・話すという基礎的なR本語の4技能を効果的に

伸ばし、様々な問題の解決に必要な論理的・批判的思考力を育成
することがこの講座の目的です。授業はディベート及びその理論
に関する講義に加え、個人及びグループでの実技・演習(試合等)
が中心となりますので、受講生の積極的な参加が求められます。
人と積極的に関わることの好きな人向きの授業です。

[カリキュラム上の位置づけ]

2年生から受講できます。日本語の「文章表現J能力に加えて、
口頭でも論理的にやりとりをする能力(プレゼンテーション能力
及び傾聴力)を磨くために設けられた講座です。

|辞嫡方法|

授業への参加及び人と積極的にコミュニケーションを取ろうとす
る姿勢を重視します。平常点(出席点及び課題提出等、約30%)
と学期末テスト(約70%)で評価を行う予定です。

|教科書 i
プリントを配布する

|講義の目標及び概要|

日本国憲法の規定を手がかりにしながら、現代日本社会におけ
る人権のあり様を検討していきますが、私の専攻であるジェン

ダー憲法学から考える日本国憲法論なので、一般的な内容ではな
く、学際的に社会学的手法・研究成果も取り上げながら、現実の
社会に存在する人権のあり方を探求し、それを理解していくこと
を目標とする授業となっています。
また、法学専攻でもなく法解釈学の基礎を知らない学生からす

れば、一般的な日本国憲法の授業によく見られるような各条文の
解釈論を展開していくことは難しいと思われるので、それを中心

的に扱うことはありえません。
まずは、人権を論じられるようになるための最低限の知識を押

さえた上で、ジェンダー憲法学から問題視される中心的な存在で
ある家族単位主義の問題点を理解するという目的の達成のため
に、夫婦別姓と臓器移植の問題、子どもの人権からみた家族単位
の問題点、という3項目を学び(具体的内容は「授業計画j を参照
のこと)、人権論において重要な現代的な諸問題を理解するとい

う本講義の目的を達成することにします。

|評価方法 i
出席点・平常点を重視します(ただし、出席しているだけでは評価
の対象にまったくなりません)。そこでレスポンス=シート(:授
業末レポート・テスト)の評価を出席点・平常点とし、配分は、
(出席点十平常点):学期末試験=67%:33%、 とします。

i 教科書 i
プリントを配布する

i講義の目標及び概要 i
[内容と目的]
アカデミック・ディベートは、現代社会の抱える様々な問題を、

肯定、否定に分かれて議論することで思考力、議論力、コミュニ
ケーション能力、プレゼンテーション能力等の向上を図る教育
ゲームです。この授業では、日本語表現法(ディベート) 1で学
習したことを更に深めて学んでいきます。アカデミック・ディ
ベートを学ぶことで、読む・聞く・書く・話すという日本語の4技
能と共に様々な問題の解決に必要な論理的・批判的思考力を高度
に育成することがこの講座の目的です。授業は個人及びグループロ

での実技・演習(試合等)が中心となりますので、受講生の積極
的な参加が求められます。人と積極的に関わることの好きな人向
きの授業です。
[カリキュラム上の位置づけ]
2年生から受講できます。日本語の「文章表現J能力に加えて、

口頭でも論理的にやりとりをする能力(プレゼンテーション能力
及び傾聴力)を磨くために設けられた講座です。

|評個方法 i
授業への参加及び人と積極的にコミュニケーションを取ろうとす
る姿勢を重視します。平常点(出席点及び課題提出等、約30%)
とレポート(約70%)で評価を行う予定です。

|教科書 i
プリントを配布する



|講義の呂標及び轍要 i
。内容。

本講義では、言語技能の基礎をより細かく学び、確実に身につ

いていくことを目指す。敬語の使い方や文体、語葉力など、レポー

トや論文の基礎となる事項を学ぶ。問題形式のテキストを使用す
ることにより、自分の表現力の進歩を確認してし、く。

。カリキュラム上の位置づけ③

1年生秋学期の必修科目である。基礎教育入門「書き方Jでは、

大学生生活に必要な表現力の概略を学んだ。ここでは、表現の基

礎となる言語事項を確実なものとしていく。一見、学習内容が後

戻りするかに見えるのは、概略から詳細へという道筋をたどるか

らである。
。学びの意義と目標。

ともすれば、言語技能面に無関心な態度で論文やレポートを書

いてしまいがちであるが、内容面が優れていても、それを伝える

技能、すなわち使用語葉や文法などが十分でなければ、優れた論
文やレポ}トになり得ない。本講義によって、その基礎技能を確

実に身に付けていくことになろう。

|評価方法|

出席および授業中に出された課題の取り組み姿勢と提出物によ

り、評価する(出席 30%、参加態度 20%、提出物 50%)。た

だし、 AHレポートの提出を絶対条件とする。

i教科書 l
授業の中で指示する

名古屋大学日本語研究会GK7 著『スキルアップ! 日本語力

大学生のための日本語練習帳』東京書籍

!講義の自撰及び概要 1

l.内容

時の流れとともに、心象を反映する「ことばJが次々と生み出

されてきた。私たちは今、その言葉の海にたゆたいながら、新た

なコンパスを探しているところだ。先人の遣した、心に響く言葉

を手がかりに、時代を超越した普遍的なるものを求めて(歴史〉

の海原に泳ぎ出ょう。自分探しの旅に立とう。新旧の名言を、映

像の力を借りながらじっくり味わっていく。

2. カリキュラム上の位置づけ

本講は、教養科目・総合科目の一つである。

3. 学びの意義と目標
喜怒哀楽を共にし、歴史から学ぶ喜びを共有したい。視野が広

がり感性がますます磨かれ、人生に輝きが増せば幸いである。

|評鏑方法|

出席状況、期末テスト、レポートをほぼ間程度に見る。

|教科書|

プリントを配布する

|講義の呂標及び概要|

⑫内容。

本講義では、論理的な文章の表現方法を中心に学ぶ。その学び

の基礎の上に、レポートや論文の書き方の基本を身に着けること

を目指す。

。カリキュラム上の位置づけ。
2年生春学期の必修科目である。基礎教育科目「書き方」、日本

語表現法(1)で学んだことを基礎として、大学生活で必要とされ

る、より高度な表現力を身につける。

。学びの意義と目標。

大学生活ではレポートや論文を書く機会は多い。それらを書き

上げる力を身につけることは、これからの学生生活に直接大いに

役立つだろう。

|評価方法 i
出席および授業中の課題への取り組み姿勢と提出物により、評価

する(出席30%、参加態度20%、提出物50%)。

|教科書|

速水博司『大学生のための文章表現入門』蒼正書林

|講義の目標及び概要 1

1、内容

戦国時代から現代にいたる五百年にわたる日本の歴史を、一話

完結方式でわかりやすく解説していく。まずは、信長や秀吉が活

躍した戦国時代をとりあげる。次いで、日本型組織経営システム

が生み出されていった江戸時代や、日本が近代化を推し進めて

いった明治・大正時代、そして「太平洋戦争Jの起きた昭和の時

代をとりあげてそれぞれの特徴を検討し、最後に、苦悩する現代

日本などを考察しながら、日本の歴史を概観していく。

2、カリキュラム上の位置づけ

通史であり、入門的な位置づけである。

3、学びの意義と目標
「歴史を学ぶJとし1うことは、単に過去を知ることではなく、現

代を知ることである。私たちにとって現代はあまりにも「当たり

前Jな存在であり、それゆえ、私たちが現代の真の姿を見きわめ

ることは容易ではない。そこで、過去を知り、過去と現代とを比
較することで「本当の現代j を知るのである。本講義では、学生

諸君が単に過去だけでなく、過去をつうじて現代の「本当の姿J

を知るきっかけを1辱ることができるようにしていく。

|評価方法 l
毎回講義の最後に行なう小テストの成績を重視する。最終評価

は、小テストの成績 (40%) +期末試験の成績 (40%) +受講態

度 (20%)の割合で決める。なお、欠席者と遅刻者は厳しく減点

するので注意すること。

|教科書|

プリントを配布する
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|講義の目標及び概要 1

.講義内容。
「日本jとし1う国はいつ誕生したのか。おそらく諸君は「縄文時

代の日本jや「日本における稲作の始まり」といった表現に、何

の違和感もなく慣れ親しんできたことであろう。だが、縄文時代
や弥生時代には、まだ「日本」という名の国家は存在しなかった。
まずはそのあたりから、諸君の常識、既成の歴史像に、心地よい
揺さぶりをかけていきたい。

.カリキュラム上の位置と目標。
1年次から履修できる日本文化学科の選択必修科目で、政治経

済学部の社会科教職科目。高校までの知識重視の歴史とはひと味
違う、「考える歴史」を体験してほしい。なお、概説Aでは中世前

期までの歴史を扱う。概説A'Bに挟まれた中世後期の歴史につ
いては、 2年次以降、「日本史の研究(中世史特論)Jで深く掘り下
げて学ぶことができる。
。学びの意義。

結論は一つではない一一この講義では時に、対立する学説を諸
君に投げかけることがある。どちらがより説得的か?それを判断
するのは君たち自身だ。大学の歴史の講義とはじつは、論理的思
考力を鍛錬する場なのである。

|評価方法|

学期末試験 (60) +授業内での提出カード (40十優秀者には加点

あり)。

|教科書 i
プリントを配布する

|講義の呂標及び概要 i
1.内容
本講座は、(1) (教室内発表)と (2) (期末レポート〉二つのタ

スクで構成される。
(1);講義の参加者は、(1)から(13)までの話題(授業計画参照)
の中からいくつかの話題を選び、事前に調べてレポートにまとめ
る。週ごとの話題についての担当者は、授業内で各自のレポート
内容について報告する。その後全員でコメントや質問を行いなが

ら、各話題について討論する。
(2) ;講義での話題、或いは授業内で話し合った内容のいずれかの

中から一つを選ぶ。
2. カリキュラムの位置づけ
日本事情を、外国人の白から見た視点から読み解こうとするも

ので、日本事情を学習・教授するための基本的な内容である。
3.学びの意義と目標
外国人の目から見た日本の社会生活・人間関係に関するエピ

ソードを分析・討議することを通して、日本事情を学習・教授す
るとはどういうことなのかを知ることを目標とする。

|評価方法|

評価は、(教室内発表>(40%) (期末レポート> (30%)、討論への
参加度 (20%)、出席状況 (10%)を総合して判定する。筆記試験

は、期末も学期中途も一切行わない。

|教科書 i
プリントを配布する

i講義の毘標及び概要 1

.講義内容。
概説Bでは、近世以降の歴史を扱うが、わずか十数回では、も

ちろんすべてをカヴァーすることはできないし、カヴァーしよう
とすると高校の授業と大差ない、駆け足のものとなりかねない。
いきおいテーマは(選択)を余儀なくされるが、ここでは特に、

時代像がイメージでき、「考える歴史Jが体験できるテーマを、精
選して提供していきたい。
。カリキュラム上の位置と目標。

1年次から履修できる日本文化学科の選択必修科目で、政治経
済学部の社会科教職科目。高校までの知識重視の歴史とはひと味

違う、「考える歴史」を体験してほしい。なお、概説A'Bに挟ま
れた中世後期の盤史については、 2年次以降、「日本史の研究(中

世史特論)Jで深く掘り下げて学ぶことができる。
。学びの意義。

結論は一つではない一一この講義では時に、対立する学説を諸
君に投げかけることがある。どちらがより説得的か?それを判断
するのは君たち自身だ。大学の歴史の講義とはじつは、論理的思
考力を鍛錬する場なのである。

i評価方法 i
学期末試験 (60) 十授業内での提出カード (40十優秀者には加点

あり)。

|教科書 i
プリントを配布する

i講義の目標及び概要 1

1、内容
日常、目にしている日本の伝統的な事物を外国人の目で見るつ

もりで眺めてみる。例えば「色Jr水引Jr土俵祭り Jr地名Jr家
紋Jなどがどのような意味をもっているのか等を学ぶ。授業内容
の前半を試験範囲とする中間試験、後半を試験範囲とする学期末
試験を実施する。(ただし、中間試験の追試は実施しない。)また、
必要に応じてクイズを実施することもある。

2、カリキュラム上の位置づけ
日本文化についてのイントロダクションとしての科目である。

3、学びの意義と B標
身近にある日本の伝統的事物に様々な意味があること lつの授

業目標とする。

i評価方法!

試験80%、出席点20%。
※ 欠席が全授業数の3分のlを超える場合は評価対象とならな

|教科書 i
新谷尚紀『日本の}替と年中行事 和のしきたり』日本文芸杜



i講義の目標及び概要|

[授業内容]
先人の営んできた思想・思考の歴史には、皆さんが自己と自己

をとりまく社会とを批判的に問い質し、借り物でない独自の視点
を構築していくために学ぶべきことがらが、数多く散りばめられ
ている。本講義では通史的に、その主要なものを提示することで、
皆さんの「常識」に創造的なゆさぶりをかけてみたいと思ってい

る。

[カリキュラム上の位置づけ]
日本を場とする歴史・思想に関する教養科目である。なお学生

の皆さんからの質問等に応じ、授業計画に変更が生じる場合があ

る。

[学びの意義と目標]

受講者みずから、これまでに教え込まれた「知識」を主体的に
検証し、自分なりのものの見方を構築していくきっかけを手に入
れること。

|評錨方法|

・期末試験によって評価する 0

.出席は毎回取る 0

・全授業数の三分の一以上欠席したものには期末試験の受験資格
を与えない。

i教科書 i
プリントを配布する

|講義の霞標及び擁要 1

1.内容
日本の思想は、日本列島の上で生成し展開してきた自己意識の

歴史でもあります。「哲学Jという思想形式をながくたないでき
た日本では、思想は学問や宗教として、あるいは文芸や芸術思想
という形で、続いてきました。この講義では、そうした思想表現
にも目を配りながら、古代から近代に至る日本の思想の歴史を概
観します。日本の思想は、近代以前は、大陸を経由した先進文化・
思想の、近世後期以降は、欧米の先進文化・思想の受容によって
始まりますが、またその「選択的な」深まりをも示しています。
日本の置かれた国際的関係の意味なども、思想の歴史を考えるに、

重要なポイントです。
2.カリキュラム上の位置づけ。思想の通史であり、入門的かっ
基礎的なものです。

3.学びの意義と目標
日本の思想を学ぶことは、自己の内に流れている意識を対象化

することでもあります。
以上の様な観点から、日本の思想が何を問題として何を解こう

としたのかを考えてみたいと思います。思想の学習は、思想の原
典テキストを読むことが基本ですが、理解を助けるためビデオ等

も利用します。

|評価方法 l
学期の途中で課す最低4回ほどの小レポート (25%) と出席状況

(25%) を重視します。期末には本格的なレポートを課しますが
(50%)、両方を加味して、成績評価とします。

|教科書 l
清水正之『日本の思想J放送大学教育振興会

l講義の自模及び概要 1

1.内容

日本の思想を学ぶことは、自らの内にながれている思考形式や、
宗教観・道徳意識等をふりかえることでもあります。この講義で

は、大きく視野をとって、日本の思想のながれを古代から近代ま
で概観し、そこから私たちが考えるべきことを抜き出していきた
いと思います。
2.カリキュラム上の位置づけ 日本の思想についての入門的な

ものです。
3.学びの意義と目標
日本の思想の歴史は、近代以前は、中国大陸を経由した文化・

思想の、近世後期以降は、欧米の文化・思想の受容の歴史でもあ
ります。そうした対外的な動向にも目を配りながら、先人達が何
を受容し、何を選択し、そして深化させてきたかと学んでいきま

す。
3.学びの意義と目標
日本の思想を学ぶことは、自己の内に流れている意識を対象化

することでもあります。
以上の様な観点から、日本の思想が何を問題として何を解こう

としたのかを考えてみたいと思います。理解を助けるためビデオ

等も利用して進めます。

!評価方法|

期末は筆記試験を課します(50%)。

また学期を通じて4回ほどの小レポートを課します。出席状況
(30%)、小レポート (20%)、それと期末試験とで総合的に成績評

価をします。

i教科書 i
清水正之『日本の思想』放送大学教育振興会

|講義の目標及び概要!

[授業内容]
近現代日本の思想史を(宗教を含む)、時事問題等をも絡めなが

ら、問題提起的に講義する。いわゆる「通史」を展開する講義で
はないが、近代日本がいかなる国家として造型されたかを検証せ
ずして現代日本の諸課題は理解し得ないだけに、思想・宗教のみ
ならず、「戦争と革命の世紀j といわれる 120世紀の歴史」に関心
を有するものを歓迎する。

[カリキュラム上の位置づけ〕
3、4年生向けの特殊講義である。時事問題を意識して講義を進

めていくだけに、授業計画に変更が生じる場合がある。

[学びの意義と百標]
現代日本の諸課題は、近代日本の直面した問題の圏内から原理

的に抜け出てはいないことについて理解を深めること。

|評価方法 i
-期末試験によって評価する 0

.出席は毎回取る 0

・全授業数の三分の一以上欠席したものには期末試験の受験資格
を与えない。

i教科書|

プリントを配布する



i講義の目標及び概要 i
[授業内容]
先人の営んできた思想・思考の歴史には、皆さんが自己と自己

をとりまく社会とを批判的に問い質し、借り物でない独自の視点

を構築していくために学ぶべきことがらが、数多く散りばめられ
ている。本講義では通史的に、その主要なものを提示することで、
皆さんの「常識」に創造的なゆさぶりをかけてみたいと思ってい
る。

[カリキュラム上の位置づけ]
文字通り、歴史・思想に関する入門科目である。 1・2年次の履

修が望ましい。なお学生の皆さんからの質問等に応じ、授業計画
に変更が生じる場合がある。

[学びの意義と目標]

受講者みずから、これまでに教え込まれた「知識Jを主体的に
検証し、自分なりのものの見方を構築していくきっかけを手に入

れること。

|評価方法 i
-期末試験によって評価する0

.出席は毎回取る0

・全授業数の三分の一以上欠席したものには期末試験の受験資格
を与えない。

プリントを配布する

|講義の目標及び概要 1

.講義内容。
古文書・古記録などの「史料Jには、いまだ誰も論じていない

未発見・未解明の事実が、それこそ無数に埋蔵されている。この

講義では、「史料Jを読む力を初歩から養成しながら、歴史家が歴
史を再構成していくプロセスの醍醐味を、多角的に学び、体験し
ていただくことになろう。
。カリキュラム上の位置と目標。

3"-'4年生を対象とする専門科目。 2010年度より内容を一新して
再スタートした、選択必修科目である。 2回に1囲の割合で、毛筆
のくずし字を楽しみながら読めるようになるための、「特別演習
指導」もあわせて受けることが出来る。
。学びの意義。
既存の学びに飽き足りない諸君に向けて、「聖学院大学以外で

も通用する学びJを提供していくつもりである。

|評価方法|

中間試験・学期末試験のうち得点率の高い方 (50) 十中間試験・

学期末試験のうち得点率の低い方 (20) +授業内での提出カード
(30+平常点の優秀者には加点あり)。

|教科書 i
プリントを配布する

-266 

l講義の自標及び概要 i
外来の文化と思想を受容することで、形成されてきた日本の思

想文化のなかでも、キリシタンの伝来は、その後の禁教政策、鎖
国政策という形でその後に多大な影響を与えることとなった。キ
リスト教・一神教との出会いは、近世の日本の思想に陰に陽に意

識され続ける。キリシタンの思想は、在来の宗教思想と論争とい
う形で対峠した。禅仏教との論争というかたちではじまり、つい
で儒教思想とのそれへとすすんだ。キリシタンの伝来から、西洋
認識を改めることとなった新井白石とシドッチの対面まで、ほぼ
160年が過ぎた。本講義では、従来の研究史を振り返りながら、思

想史的観点から、キリシタン研究の必須文献によって、キリシタ
ン伝来の経緯と意味を考察する。この日本とキリシタン(天主教)
との接触は、同時に、東アジア規模の事件でもあった。明末から
清朝における宣教師の活動の歴史、また李氏朝鮮では、 1801年に
実学的儒学思想家の茶山 (Chong Yan-yong)と兄が天主教に改宗

したかどで、流罪に処せられる事件がおきている。儒教的世界と
キリスト教との接触と摩擦は現代のキリスト教をめぐる東アジア

世界での諸問題とも関わっている。

|評価方法!

出席30% 課題報告40%、レポート30%により総合的に評価する。

|教科書|

プリントを配布する

i講義の自標及び概要 i
1.内容
明治・大正期を《神》とともに歩んだ(高潔なる品性家〉高木

壬太郎 (1864"-'1921) とその周辺の基督教徒の足跡をたどりなが
ら、彼らの聞に流れる「永遠の生命」に触れ、明日をよりよく生
きる糧を得ょう。
2. カリキュラム上の位置づけ
本講は、日本キリスト教史、取り分け日本プロテスタント史研

究の一環としてある。

3.学びの意義と目標
自らが研究を通して得た晴れやかな感動を心の奥に届けること

で、若い皆さんが、その命の中に《神》から恵まれた(賜物〉を
発見し、未来の開拓者になっていくきっかけになればと顧ってい
る。

|評樋方法|

出席状況、期末テスト、レポートをほぼ同程度にみる。

i教科書|

プリントを配布する



|講義の目標及び概要!

。内容。

江戸時代に生きた人々の生活感覚を垣間見ることができる史料
にふれ、江戸という時代と社会の意識や志向、社会情勢を読み解
く。まずは史料を自にする、あるいは実際に手にとってみる、と
いうことからはじめて、調べる、読む、考える、という手!棋をふ
んで、歴史を研究する基礎的な作業を体験し、学ぶ0

.カリキュラム上の位置づけ。
2'"'-'4年生を対象とする新設の専門科目。

。学びの意義と目標。

史料にもとづいて歴史を読み解くプロセスを学ぶとともに、地
図や風刺画をはじめ、さまざまな史料にふれて、政治的な事件を

追うだけではなく、文化や思想から歴史を「思考するJ視点を身
につけることをも目指している。

l評価方法 i
聞カ}ド40%+学期末試験60%…カード提出は毎時間。講義内容

に対する理解力だけではなく、表現力や視点の独自性を重視し、
優秀者には加点。

園出席回数が授業回数の3分の2fこ達しない場合、単位取得資格を
失い、学期末試験は受験できない。

|教科書|

プリントを配布する

i講義の目標及び概要 1

1.内容
アジアで最初の経済立固として発展してきた日本の原動力は、

明治の開国以来培われてきた(技術力)と(創意工夫への情熱)
にあった。そんな『ものづくり日本』の歩みを映像でたどる。同
時に、戦争一色だった激動の時代を『証言の昭和』を観ながら振
り返ってみる。

2. カリキュラム上の位置づけ
春学期の『日本史の研究(近代史特論uの続きなので、併せて

受講してほしい。
3.学びの意義と目標
逆境や因難にも負けず、ひた向きに挑戦し続け、生きることの

喜びを体言してきた私たちの先達の勇気を学ぼう。そして戦時中
の人々の「想い」に寄り添いながら、この世のあるべき姿につい
て考えを深めていこう。

|評価方法 l
出席状況、期末テスト、レポートをほぼ同程度にみる。

|教科書 i
プリントを配布する

|講義の思標及び概要 1

1.内容
過去は未来のためにある。知ることを学ぶことによって、私た

ちは誤りのない(歴史)を次の世代へ送り届ける役割を担ってい
る。歴史の傍観者であっては決してならない。自ら主体的に参加

していかなければならない。本授業では、日本近代史に焦点を当
て、国家を絶対的な基準とするテキストには十分に書かれていな
い、これまで見過ごされてきた出来事や人物にも光を当てるなど、
様々な視点や視座から検証を重ね、すでに出来上がってしまって
いる(歴史)を見直したい。
2. カリキュラム上の位置づけ

これまで学んできたテキストの枠を超えて、歴史の見方をより
深めてし、く。

3. 学びの臣標

(歴史〉を創ってきた無数の人々の記憶の中に、明日をよりよく

生きるための新たな手がかりを見いだし、波高いこの世を乗り越
えていくエネルギーとしたい。

i評{面方法 j
出席状況、期末テスト、レポートをほぼ同程度に見る。

!教科書 i
プリントを配布する

|講義の自標及び概要!

[内容]
飛鳥・奈良時代に登場し消えていった、古代の「墓誌j に注目

する。現代に残されたヒントの少ない古代史を理解するために

は、学問分野の枠にとらわれない多角的な見方が必要である。文
字資料であると同時に考古遺物でもあり、東アジア文化圏のひろ
がりを体現する「墓誌Jを、様々な視角から考えていく。
[カリキュラム上の位置づけ]
2'"'-'4年生を対象とする新設の専門科目。
[学びの意義と目標]
断片的な史資料から、いかに多くの情報をひきだし、それをも

とに歴史像をいかに描いていくかが、古代史研究の醍醐味である。

授業では、具体的な事例をとりあげつつ進めるので、そうした思
考過程を体験してほしい。

|評櫛方法!

学期末試験60%+授業内での提出カード40%(毎時間提出、優秀
者には加点あり)

i教科書 i
プリントを配布する
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i講義の目標及び概要 1

.講義内容。
東洋史学者内藤湖南には、今日の日本を知るには、応仁の乱以

後の歴史を知っていれば十分、とする著名な講演(1921年)があ
る。戦国時代以前の中世は近代とはまったく異質な社会であっ

た、とするその大胆な仮説の一方、現代社会は再び中世に向かっ
ているかのようであり、中世史ブームが再燃しつつある。本講義
では、南北朝時代から戦国時代に至る、中世後期の社会を深く掘
り下げていく。
。カリキュラム上の位置と目標。

2'"'-'4年生を対象とする新設の専門科目。今に遣された古文書や
日記、文学作品などから歴史を研究する手続きを、初歩から学ぶ
ことを目標とする。
。学びの意義。

諸君が書屈で手に取ることのできる歴史書(今回は新設科目初
年度ということもあり、教科書を指定した)の舞台裏、つまり(史
料から歴史を描き出す現場)へと案内する講義である。

|評舗方法 i
学期末試験 (60) +授業内での提出カード (40+優秀者には加点
あり)。

i教科書|

東島 誠『選書日本中世史2 自由にしてケシカラン人々の世紀』
講談社

|講義の自標及び概要 1

1.内容
近代日本の政治思想史ですが、思想と時代との関わりを重視し

ますので、日本近代史と重なる部分があります。また、精神史的
考察という立場から心理一歴史的な思想史を目指します。具体的
には、福揮諭吉の開かれた精神にはじまり、上杉慎吉の閉じた精
神(同体思想)、大正デモクラシーの開かれた政治思想(吉野作造)、
昭和期における閉じた精神の復活(昭和維新)、近代日本と社会主

義思想(山路愛山)、軍国主義下での自由主義の精神(馬場恒吉)、
学生の社会運動(新人会)を検討していきます。

2. カリキュラム上の位置づけ
この科目は政治学系の理論的専門科目ですので、かなり深いレ

ヴェノレの歴史探求となります。

3. 学びの意義と目標
思想史は結局、人間精神の探求です。時代と格闘する人間の根

底を見つめましょう。

|評価方法 i
平常点(毎回のアチーブ式評価) 70点
レポート 30点
詳しくは初回の授業で説明する。

|教科書|

吉田博司『近代日本の政治精神』芦書房

|講義の目標及び概要 1

1.内容
明治、大正、昭和戦前期の政治史をふりかえります。明治維新

はなぜ起きたのか。明治憲法はどういう背景で成立したのか。日
本の議会政治はどのように発展し、挫折したのか。こうした内容

を近代日本の政党政治発展というテーマを根底にすえてみていき
ます。人物論もおり込み、生きた政治史理解をめざします。

2. カリキュラム上の位置づけ
政治学系の専門科目ですので、かなり詳細な歴史探求となりま

す。
3. 学びの意義と目標

現代政治の理解は歴史的考察をふまえることで深められるで
しょう。壁史は現代なのです。

!評価方法 i
平常点(毎回のアチーブ式評価) 70点
テスト 30点
詳しくは初回の授業で説明する。

|教科書 j
授業の中で指示する

2. カリキュラム上の位置づけ
政経学科の五本の柱の一つ政治学系の専門科目である。

3. 学びの意義と目標
日本の政治を制度面で知るだけでなく総合的視座からとらえ

る。

|評価方法|

平常点(毎回のアチーブ式評価)70点
テスト30点

|教科書 i
プリントを配布する
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晴義の目標及び概要 1

1.内容

バブル崩壊後に多くの日本のカイシャは低迷を脱しきれず、終
身雇用制度さえ手をつけ始めております。では、本当に終身雇用
に代表される日本のシステムは普遍性がないのでしょうか?そこ
で、日本のカイシャの特徴がはっきり出てくる人事制度、生産シ
ステム、意思決定を中心に欧米の経営システムと比較しながら日
本的経営のあり方を考えていってみたい、と思います。

2. カリキュラム上の位置づけ
大学生の就職が厳しさを増しております。その理由は幾っかあ

るのでしょうが、学生の側にも日本のカイシャについての認識が
ない、こともあるのではないでしょうか。
3.学びの意義と目標

日本のカイシャに就職しようとする際に大学で学んだ「理屈ど
おりに何故いかないのかj の素朴な疑問や悩みに応えていければ
と、考えております。特に、留学生の学生で卒業後にわが国のカ
イシャに就職を希望している学生は、どうして採用がうまくし、か
ないのか、何が求められるのかを理解できれば、就活に活かせる

ものと考えております。

i評価方法 i
評価は、出席が50%、期末定期試験が50%です。

|教科書!

プリントを配布する

i講義の目標及び概要!

1.内容 指導要領に和楽器が導入され、メディアに津軽三味線
などの若き邦楽ミュージシャンが取り上げられ、現在は小さな邦
楽ブ}ムといえる状態にある。これは日本音楽が「見直された」

結果であろうか、あるいは若者たちが耳慣れない音楽を新たに「発
見Jした状況なのであろうか。それとも伝統音楽の変質か。日本
音楽の存在価値を見極めてみたい。
2.カリキュラム上の位置づけ r AJでは主に近世以前の音楽を
中心に扱い、各ジャンノレについて随時補足する。
3. 学びの意義と目標 まず重層的な日本の伝統音楽を紹介す
る。雅楽・能楽・浄瑠璃・近世三味線)邦楽・洋楽流入…・・・現代
音楽まで、各時代の代表的な音楽が、いまなおライブで聞くこと

ができるのが日本文化の特異性である。これらを実際に鑑賞し、
そのそれぞれの文化としての特殊性と、音楽としての普遍性を検
証することを主な目標とする。さらに講師は邦楽演奏家でもある
ので、授業の中で実際に和楽器や歌唱を体験させることも考えて
おり、今まで培ってきた音楽観を聞い直して貰いたいと思う。

|評価方法!

講師が紹介する日本音楽の公演、或いは音盤を鑑賞した上で、授
業内容が反映されたレポートを提出して貰う。期末レポート

80%、平常点20%で評価する。

|教科書 i
授業の中で指示する

「講義の目標及び概要 i
(1)日本の中世・近世に誕生し発展した芸能である能・狂言・文楽
(人形浄瑠璃)・歌舞伎のなりたちと特d性について、後半は歌舞伎

中心となりますが、教科書と、必要に応じてプリント教材・映像
資料を使いながら解説します。

(2)日本文化学科の専門科目「文化J科目に属します。

(3)演劇はどのような文化においても、その文化の中で生きてい
る人間の生活や思考を表現する方法として重要です。能・狂言・
文楽・歌舞伎は何百年もの問、昔の人たちの生活や思考のありさ

まをよく伝える演劇として、時代に合わせて上演のしかたを変化
させながら、現在もさかんに上演されています。
近年、これらの芸能は文化的な重要性を広く認められるように

なり、 20代から40代の役者が同世代の観客を集めようと意欲的な
公演をたくさん行っています。興味を持ったら、見たい公演を自
分で調べて実際に劇場で見ることを強くおすすめしますが、この

授業がきっかけのひとつになればと考えています。

i評価方法 i
毎回の出席カードへの感想・疑問点などの記入 (40%) と期末レ
ポート (60%)の総合で評価します。レポ}トの課題は第l回のガ
イダンスで提示します。 3000"-'4000宇以内。

|教科書 i
古井戸秀夫編『新潮日本文学アノレパム 歌舞伎』新潮社

|講義の自標及び概要!

1.内容 指導要領に和楽器が導入され、メディアに津軽三味線

の若き邦楽ミュージシャンが取り上げられ、現在は小さな邦楽
ブームといえる状態にある。これは日本音楽が「見直されたJ結

果であろうか、あるいは若者たちが耳慣れない音楽を新たに「発
見」した状況なのであろうか。それたも伝統音楽の変質か。日本
音楽の存在価値を見極めてみたい。
2. カリキュラム上の位置づけ rB Jでは近世以降の劇場音楽
を中心に扱う。
3. 学びの意義と目標 まず重層的な日本の伝統音楽を紹介す
る。雅楽・能楽・浄瑠璃・近世(三味線)邦楽・洋楽流入…・・・現
代音楽まで、各時代の代表的な音楽が、いまなおライブで聞くこ
とができるのが日本文化の特異性である。これらを実際に鑑賞
し、そのそれぞれの文化としての特殊性と、音楽としての普遍性
を検証することを主な目標とする。さらに講師は邦楽演奏家でも

あるので、授業の中で実際に和楽器や歌唱を体験させることも考
えており、今まで培ってきた音楽観を聞い直して貰いたいと思う。

|評価方法 j
講師が紹介する日本音楽の公演、或いは音盤を鑑賞した上で、授
業内容が反映されたレポ}トを提出して貰う。期末レポート
80%、平常点20%で評価する。

|教科書!

授業の中で指示する



!講義の毘標及び概要 i
[授業内容]

キリスト教をめぐって繰り広げられた、思想史上の数あるドラ
マについて多角的な視点から考察を加えることにより、「キリス
ト教Jならびに「日本史Jへのイメージを刷新し、その実像に迫
る手立てを獲得してもらう。さらに皆さんが(生きることの意味)

を主体的に考えていけるような授業を心がけていく。

[カリキュラム上の位置づけ]
「相関文化Jr日本思想入門jを併せて受講することが望ましい。

なお学生の皆さんからの質問等に応じ、授業計画に変更が生じる
場合がある。

[学びの意義と目標]

キリスト教はもちろんのこと、日本の歴史・思想全般を視てい
くための新しい視点を獲得し、上記領域への関心を深めていくこ
と。

|評値方法 1

・期末試験によって評価する 0

.出席は毎屈取る 0

・全授業数の三分の一以上欠席したものには期末試験の受験資格
を与えない。

!教科書 l
プリントを配布する

|講義の目標及び概要|

(内容)
本講義では、日本の歴史上における仏教の推移過程についてさ

まざまな角度から検討を行っていく。日本仏教史の流れを概観す
ることで、仏教を取り巻く周辺状況である日本の思想や文化など

についても視野を広げて学びを深めていくことを目的とする。最
初は講義形式を取るが、テーマを決めてグノレープ発表も行ってい
く。

(学びの意義と目標〉
日本仏教史を通史的に概観することにより、日本仏教が社会の

さまざまな分野と関わりながら展開してきたことを具体的に学ん
でいしまたグループ発表を行うことにより、調べ学習や発表の
練習などにもなる。

i評髄方法|

出席 (3分の2以上出席のこと・ 30%)・グループ。発表 (20%)・レ
ポート (50%)

|教科書 i
責津峰之『図説あらすじでわかる 日本の仏教とお経』青春出版
社

i講義の目標及び概要 i
。内容φ

日本の思想家たちは、儒教の概念や理論を用いて、何を語った
のか?儒教が経済や政治を論じる言説として、積極的に現実の
社会と切り結んでいた近世において、(公共性への志向〉という潮
流が立ち現れてくる。何が問題として見出され、それを解決する

ために、何がどのように表現されたのか。歴史や社会の変容を多
層的にとらえることを可能にするために、問題を解決する方途と
して、実現されたものだけではなく、模索された選択肢をも分析
しながら、その潮流をたどっていくこととしたい。
。カリキュラム上の位置づけ。
2'"""-'4年生を対象とする、(歴史・思想系統)の専門科目(選択科

目)。
@学びの意義と目標。

本講義は、近世という過去の時代における(公共性)観念の形
成を明らかにするだけではない。未来に向けた(公共性)の構築
という、現代的な課題としてとらえ直し、ひとりひとりがその課
題に向き合うきっかけの場となることを目指す。また、日本の儒

教を探究し、思想を学ぶ方法論にふれることを通じて、論理的思
考力を鍛えることも重視する。

!評部方法 i
固カード40%+学期末試験60%…カード提出は毎時間。講義内容

に対する理解力だけではなく、表現力や視点の独自性を重視し、
優秀者には加点。
翻出席回数が授業回数の3分の21こ達しない場合、単位取得資格を
失い、学期末試験は受験できない。

|教科書 i
プリントを配布する

|講義の目標及び概要 i
授業のねらいと概要

日本美術の大きな流れは、他の文化領域と同様、常に外来の刺
激を受け(近代以前は主に中国、以降は西欧諸国)その摂取消化を
繰り返してきた。しかしそこには常に独自な日本的受容の姿勢、
日本的な曙好の選択が働いていたといえよう。本講義では、そう

した外来と和との融合相克のなかで、一貫して変わらず続いてき
た日本美術の実態を明らかにすることを目標に、絵画史を中心に

概観したい。
カリキュラム上の位置付け
真の国際化が求められる現在、アニメや漫画など、日本のヴィ

ジュアルイメージの発信力は世界的注目を集めている。本講義で
は、そうした視覚芸術に興味を持つ意欲的な生徒の履修を推奨す
る。

学びの意義と目標
美術作品を単に感覚的に受け止めることから一歩進んで、表現

の背後にある意味を読み解き、より深く鑑賞することにより、現
在の問題意識ともリンクさせて考える力を養うことが期待され
る。

|評髄方法 j
期末試験50%、課題レポート30% (自主レポ}トは加点)出席率

20% 

|教科書 i
辻惟雄監修『日本美術史ハンドブック』新書館
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|講義の目標及び概要 1

1、内容

「文化j という概念は時に「国民文化Jという枠組みを持つこと
により狭量なナショナリズムに陥りやすい。一方、ポップ・カル
チャーは国境を越えた文化の共有意識を得る可能性を秘め、本質
的な意味でのグローパリゼーションを実現しうると考えられる。
本講義では、グローパノレな視点ということを「境界線を越える」

という意味で捉えることによって、我々の生の営みにおける様々
な「無境界性Jというものに焦点をあてる。
2、カリキュラム上の位置づけ

カリキュラム上では「文化Jの領域に設定されているが、「文化J
そのものの意味を問うことを目指しているので、どのジャンルに

関心を持つ学生も、あるいは他学科の学生にも「文化学」の基礎
として受講してもらいたい。
3、学びの意義と目標
昨今、日本のポップ・カルチャーは「ク}ル・ジャパン」とし

て海外からも注目されているが、その実態を検証することで学生
個々の生の現場というものを確認してもらいたい。

|評価方法!

(1)出席点:50%

(2)最終レポート :40%

(3)授業で課す課題:10%

i教科書 |

プリントを配布する

|講義の自穣及び概要!

〔内容〕輪切り明治文学史。 1868年の明治維新以来の日本近代の
作品をおおよそ10年ごとに輪切りにしてその年々に発表された小

説類を読んで、作品の時代背景や作家自身の課題を重ねながら講
読する。

〔カリキュラム上の位置付け〕日本近代文学入門。よく話題にさ
れ、受験勉強などでも出てきたものでありながら、未だ読んだこ
とがないような代表的で有名な作品を読んで、文学する楽しみや
読みの醍醐味を味わう。作品によって駆け足になったり、締かな
精読になったりするが、小説読みの技術や方法を身につける。中
高の国語教員免許取得を希望する人には選択必修科目である。

〔学びの目標と意義〕読みたいと思っていても大学入学以前には
時間がなくて読めなかったような小説類は多いと思う。それらを
とにかく読んでみよう、作品の内部にはどんな問題があるのか、
なぜ話題にされるべき作品なのかなどを理解しながら日本近代文
学史の大枠をつかみたいと思う。

|評価方法 i
普段の授業出席と参加態度を20%、学期途中で課す小レポ}トを

10%、中間試験を30%、学期末の定期試験を40%とみる。

|教科書 i
授業の中で指示する 森鴎外『舞姫』角)11文庫泉鏡花『高野聖』
新潮文庫夏目散石『門』新潮文庫武者小路実篤『友情』新潮
文庫小林多喜二『蟹工船』新潮文庫

i講義の自壊及び概要|

(内容〉
民権とはごく普通の人々が生活のなかで特に意識することもな

く営んでいる「あたりまえJの文化のことである。しかしながら
そのような「あたりまえJの文化をよくよくみてゆくと、そこに
は麿史的な背景や意外な合理性がひそんでいることに気づかされ
る。本講義は日本を中心にその民俗文化の基本的知識を学ぶこと

を目的とする。

(カリキュラム上の位置づけ)

日本の民俗文化に関する入門として位置づけられる。

(学びの意義と目標)

今日の国際化の流れのなかで、異なる文化的背景をもっ外国人
と交流をもっ機会はますます増えている。本講義の目的は日本人
の「あたりまえ」を客観的に見直すための知識を学ぶことで、こ
れからの国際社会で生きていく学生に、自ら主体的に文化摩擦を
乗り越えていく力を身につけさせることにある。

|評価方法 i
試験 (70%) と平常点 (30%) で評価する。講義中に出席者への
簡単な質問をすることがある。平常点はそれをもとにつける。

|教科書 i
プリントを配布する

|講義の目標及び概要 l
1.カリキュラム上の位置付け
日本の近現代文学作品の解釈と鑑賞を通して、作家、作品、時

代背景、同時代評、表現技法、文学史的背景、先行論文等も含め
た基本的、総合的な研究法を学ぶ。
2. 目標

(1)近現代文学の精読と、基本的、総合的な研究方法の習得。
(2)自分の意見を、根拠をもって論述する。
(3)卒業論文の執筆に役立つ基礎的な近現代文学の知識の習得。

なお、採り上げる作品については、変更する場合もある。
3. 内容
日本の近現代の代表的作家による名作短編小説を採り上げ、学

生の発表を中心に、講義とディスカッションを交えて進める。

i評姻方法 i
レポート (50%)、発表 (30%)、授業への参加度 (20%)により、

総合的に評価する。

|教科書|

プリントを配布する
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f言葉義窃脅穣義主芸繊纂 j
。芥)11龍之介を中心とする大正・昭和期の「短編小説Jを主な考
察対象としながら、「文学Jにアプローチする多様な視点や方法論
(文学理論)に触れると共に、資料の探し方+使い方、立論に至

るまでの正しい手続きなど、近現代文学研究の基礎を学ぶ。各テ
クストの成立過程の検証を通じて、文学作品がどのような文化・
社会的条件のもとで、どのような歴史的限界を背負って誕生する
のかをつぶさに検討する。
。文学研究・文化研究の基礎を学ぶ講座である。

。この講義では、近現代の文学テクストを精読し、先行する他者
の見解を整理した上で、意識的に自己の意見形成をはかる訓練を

してもらいたいと考えている。意見を「作りJ、わかりやすく「伝
達する」ことを前提として、テクストを丁寧に「読むj講座であ

る。

IJ静櫛方法i
出席+毎回提出の小文 (50%)、ならびに最終試験 (50%)で評価
する。

iて教と科書 j
プリントを配布する

|講義の自標設協擁護J
(内容)歌物語の代表作としてポピュラーな『伊勢物語』を講読
していきます。主人公である色好みの貴公子・在原業平の人間像
は、作品の大きな魅力になっています。授業では、業平の生きた
時代背景や風俗習慣を確認しつつ、丁寧な読みをしていきます。
二条の后や伊勢の賢官との許されない恋や、惟喬親王等との交

流の中で詠まれた心打つ和歌の数々。『伊勢物語』は、それら業平
の歌にまつわる話に、業平以外の人々の歌にまつわる物語も取り

込みつつ、全体として業平のみやびの世界が形成されています。
古典教材として広く親しまれているこの物語をじっくり味わって

いきます。
(カリキュラム上の位置づけ)W伊勢物語』は平安中期の作品で、

開時代の『古今集』との関わりも深く、また『源氏物語』をはじ
め後世の文学作品にも影響を及ぼし、絵画等の題材にもなってい
ます。これらとの関係、発展を考える上でも重要な作品です。
(学びの意義と目標)在原業平という人物、また歌物語の形成へ

の理解を深め、平安朝の美意識への理解も深めていきます。教職
を目指す学生の古典対応力増強も目標です。

I評価方法j
授業参加態度 (25%)授業時提出物 (25%) 期末試験 (50%)で

評価します。

|教科意!
石田穣二『伊勢物語』角川ソフィア文庫

「講義ゐ密標及び概要 1

.内容。

本講義では、小中高校の国語科教科書に多くとりあげられてい
る教材を大学生の目で読み直してし1く。それによって、文芸学の

基礎的事項の習得を目指す。
。カリキュラム上の位置づけ。
2年生以上が選択できる文学系統の科目である。文学研究・文

学教材研究の基礎として、基礎的事項はできるだけ早い段階で身

につけてほしい。文学系等に進みたい学生や教職資格取得を目指
す学生を想定した科目ではあるが、懐かしい教科書教材を読み直
してみたいとし寸学生も歓迎する。
。学びの意義と目標。

児童・生徒として学んでいたときには気づかなかった作品の「読
み」に出会うことは、自分なりの新たな「読み」を構築するきっ

かけともなろう。また、文学の新しい魅力との新たな出会いとも
なるかもしれない。

|評価方法 i
発表や意見の交換等、授業への参加状況を評価する (40%)。さら
に期末のレポートを行い (60%)、両者を総合して評価する。

|教科書 i
プリントを配布する

i講義の毘標及び概要 1

1.内容
鎌倉後期に成立した『徒然草』は、日本文学を代表する作品の

一つです。「つれづれなるままに日暮らし硯に向かひて、心にう
つりゆくよしなしごとを…」の序文も有名で、「神無月のころJや
「仁和寺にある法師」などの話を中学や高校の授業で学んだ人も

多いと思います。『徒然草』は全部で244段もの話(長いのも短い
のも含めて)がありますが、それをテーマごとになるべく多く読
んでゆく予定です。『徒然草』の魅力は、兼好の個性的な物の見方
にあります。彼の考え方を、なんとうい偏見!と反論するのか、そ
れとも「あるある」と共感するのか、じっくりと味わってみましょ

フ。

2.カリキュラム上の位置づけ
『徒然草』を学ぶことで、中世穏者文学について理解することが

できます。

3.学びの意義と目的
中世穏者文学の代表作である『徒然草Jの読解を通じて、古典

の基礎的な知識と読解力を養成します。また、当時の世相につい
ても適宜ふれながら、人間理解を深めることも目的とします。

|評価方法 j
レポートと出席状況から判断します。授業ごとの感想文:30%、
出席:20%、期末レポ}ト :50%

|教科書!

授業の中で指示する
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|講義の目標及び概要 i
[内容} 日本を代表する文学作品のひとつである『源氏物語』を

原文で読んでみよう。光源氏をめぐる女性たちのすがたをいきい
きと感じることによって、平安時代の貴族の恋愛観や人生の苦悩
に迫りたい。また『源氏物語』とはどのような作品か、各巻から
抽出したエピソードを語る物語の一部を原文で読み解き、本作品
の魅力に迫りたい。今年は学生参加のスタイルで授業を進めるの

で、初回の授業には必ず出席すること o

[カリキュラム上の位置づけ] 2年生以上が選択できる文学系統
の科目である。春学期に古典日本語を履修した学生は、積極的に
古典作品に挑戦し、古典文学研究の方法を身に着けてほしい。
(古典日本語を履修していない学生も歓迎する)

{学びの目標と意義} 辞書を片手に自力で古典作品を読解でき
る力を養う。あわせて作品の時代背景を学び、王朝貴族の生き方
や価値観等についても考察する。

l評{笛方法 i
授業への出席(20パ}セント)、討論への参加の状態と担当時の発

表を平常点 (20パーセント)とし、それに学期末に提出するレポー
ト (60パーセント)を加えて、総合的に評価する。

|教科書 i
角川書庖編『角川ソフィア文庫ビギナーズ・クラシックス 源氏

物語』角川書店
『古典文法の教科書(各自のものでよい)J]~古語辞典か電子辞書
(各自のものでよい)Jl

i講義の毘様及び概要 1

1.内容
この講義では、著名な日本文学を「別れj という観点から取り

上げ解説します。一口に「別れ」といっても、様々な別れがあり
ます。人々は古来、恋人や友人、家族と別れる時に、その悲しみ
やつらさを文字にして作品に残してきました。表現の仕方は現代

の私達とは違いますが、悲しいと思う気持ち、別れに際してのつ
らさ、また別れた後の未練などという感情が記された作品を読む
と、今でも深く共感できるはずです。奈良時代から平安時代まで、
皆さんが一度は聞いたことのある有名な文学作品を取り上げ読ん
でゆきます。原則、授業ごとに一つの作品を鑑賞し、文学史全体
の流れを意識しながら講義を進める予定です。
2.カリキュラム上の位置づけ
上代から中古の文学史を学ぶことは、日本文学の古典作品を理

解する上で重要です。
3.学びの意義と目標
よく知られた日本文学作品を読み、奈良から平安時代までの文

学史の流れを理解することを、到達目標とします。

i評価方法 i
レポートと出席状況から判断します。授業ごとの感想文:30%、
出席:20%、期末レポート :50%

|教科書 i
プリントを配布する

i講義の呂標及び撤要 i
。内容

明治初期から平成に至るまでの日本文学の歩みを概観する。画
期的な意味を持つ文学作品や文学者の動向に触れ、その歴史的位
置を確認すると共に、同時代の文化社会の中でそれらがどのよう

な役割を果たしていたのかに言及する。特に政治や労働運動、活
字出版メディアの史的展開と文学言説との関わりについては詳し

く見取り図を引いてゆきたい。授業では項目を挙げるだけの解説
は避け、記憶に残るような鮮烈な文学者の言動を紹介したいと考
えている。
。カリキュラム上の位置づけ

国語科教員資格取得者にとっての必修科目。もちろん、資格取
得を目指さない学生も受講できる。近現代の日本文学や日本文化
に関心のある人にふさわしい科目である。
。学びの意義と目標
近現代の主要な文学作品成立の史的背景を理解し、「近代jのあ

らゆる時期において「文学」が果たしてきた役割について思考す

る。

!評価方法!

平常点(出席、必要に応じて随時実施する小課題・小テスト)50% 

+最終試験50%

|教科書 i
プリントを配布する

|講義の毘擦及び概要|

(内容)中世・近世(時代でいうなら鎌倉時代から江戸時代まで)
の文学作品を取り上げる。それまで貴族階級がほぼ独占していた
文化形成の場に、まず武士階級が、そして町人階級が参入してい
く時期であり、俗っぽさ・人間臭さ・ 5畏雑さ・生活感など王朝文
化には見られない特徴が現れると同時に、王朝文化に対する遥か
なるあこがれも見出せる時代である。雅やかな王朝文化とは違っ
たおもしろさを味わってほしい。
(カリキュラム上の位置づけ)本学では、日本文学史を上代・中

古、中世・近世、近現代の三科目に分けて講義している。その中
の一つであり、日本文化を学ぶ上での基礎となる講義である。
(学びの意義と目標)中世・近世の文学作品から著名な作品、重

要な作品を中心に選んで取り上げる。同時に、さほど著名ではな
くとも、おもしろく読める作品にも触れる。各々の作品の独自性
を明らかにすると同時に、他の作品との関連や、文学史の中でそ
の作品がどのような位置を占めるかといった視点も大切にして読
解を進める。多くの作品に触れる中で、日本古典文学がいかに多
様で奥深いかを知って欲しい。

i評価方法|

出席及び受講態度 (40%)・学期末テスト (60%)により評価する。

|教科書 l
プリントを配布する
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|講義の目標及び雛要 j
(内容)和歌を抜きにして、日本文学を語ることはできない。し

かし和歌は難しくてわかりにくい、とつつきにくい、と思われが
ちである。そこで本講義では、和歌単体ではなく、散文(物語・
日記・説話など普通の文章)に取り込まれた和歌を取り上げ、和
歌が散文の中でどのように機能しているか、という観点で、和歌

を読み解いていきたい。平安後期~鎌倉時代の物語・日記・説話
を読みながら、和歌のおもしろさを味わって欲しい。

(カリキュラム上の位置づけ)文学系統の科目。基礎的知識から
更に一歩進んだ読解を行うが、決して難解な内容ではない。
(学びの意義と目標)たった一首の和歌があることによって、物

語の主人公の性格が明らかになったり、場面が劇的に盛り上がっ
たりすることもある。また、一首の和歌に基づいて、物語や説話
が生まれることもある。物語・日記・説話の中で、和歌がどのよ

うな役割を果たしているかを読み解くことを目標とする。

|評価方法 i
出席・授業態度 (40%)、学期末テスト (60%)で評価する。

|教科書 i
プリントを配布する

|講義の毘標及び概要 j
[内容】日本の古典文学を研究対象とし卒業論文を作成するもの

が、毎回、各自の研究過程を発表し、報告書を提出する。
[カリキュラム上の位置づけ]本講座は卒業研究II (古典②)を

履修した者を対象とし、その研究成果を卒業論文へ仕上げていく
ものとして位置づけられる。
[学びの意義と目標]本講座では、卒業研究 1. IIで進めてきた

基礎研究を基盤として、卒業研究の集大成として卒業論文をまと
めることを目的とする。

i評嫡方法|

研究発表(毎回)50%、研究経過報告書(毎回)30%、卒論中開

発表の内容20%

|教科書 i
授業の中で指示する

l講義の目標及び概要 i
。自らの生命と関わる重大な危機に遭遇した際に、われわれは手

にしているベストセラー小説を読み続けることができるであろう
か。関東大震災および阪神淡路大震災の発生が、小説を書くこと
や読むこと、また、新聞雑誌に連載中の小説や各種刊行物にどの
ような影響を与えたのかをつぶさに検討する。同時に、多くの文
学作品の中絶・変貌・誕生と深く関わる、震災甚下のメディア状
況や、擢災社会の混乱を考察する。なお、授業では映像資料を活

用する。
。専門領域への知を深化させてゆく契機となる講座である。

。小説の言葉が、現実とどのように関わりながら編成されてゆく
のかを知ると共に、震災被害の実態や社会・文化への影響、復興
の問題点などについても学んでゆく。

|評価方法!

出席+毎回提出の小文 (50%)、最終試験 (50%)。

l教科書 j

プリントを配布する

|講義の目標及び概要 i
1.カリキュラム上の位置付け
日本の近現代文学における「文学とキリスト教」、さらに「文学

と宗教j といったテーマについて理解を深める。
2. 目標
(1)近現代文学を精読するということ。
(2)近現代文学の基本となる研究方法の習得。
(3)近現代文学に見られる、作家とキリスト教との関わりへの理

解。
3. 内容
講義形式で、キリスト教の影響を受けた作家、芥)11龍之介、志

賀直哉、太宰治、正宗白鳥の小説を採り上げ、キリスト教との関
わりについて学ぶ。なお、採り上げる作品は、一部変更する場合
もある。

|評価方法 j
レポート (70%)、授業への参加度 (30%)により、総合的に評価

する。

i教科書 i
プリントを配布する
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|講義の筒襟及び機要|

1.カリキュラム上の位置付け
日本の近現代文学における「文学とキリスト教」、さらに「文学

と宗教j といったテーマについて理解を深める。
2. 目標
(1)近現代文学を精読するということ。
(2)近現代文学の基本となる研究方法の習得。
(3)近現代文学に見られる、作家とキリスト教の関わりへの理解。
3. 内容
講義形式で、遠藤周作『沈黙』を全編読むことを通して、文学

とキリスト教の関わりについて学ぶ。

|評価方法 i
レポート (70%)、授業への参加度 (30%)により、総合的に評価
する。

i教科 書 i
遠藤周作『沈黙』新潮文庫

|講義の目標及び概要|

「日本の宗教的心性とキリスト教ーカミ・ほとけ・神」という主

題で、伝統的な宗教観をとらえるとともに、それとキリスト教(キ
リシタンおよび近代日本のキリスト教)との関連を考えてみる授
業とします。

日本の思想史をふりかえると、もともとあった神道的世界(こ
れも外来のものと深く関係しているというみかたもありますが)
のうえに、仏教、あるいは儒教をとりいれ、さらに西洋伝来のキ
リスト教を受容してきました。今わたしたちは、宗教的なものが、
またあらてめて別の形で重要な意味をもった世界と日本の現実に
接しています。現代にいきるわたしたちの宗教的なものとの関わ
りは、近代以前の社会とは大きく異なりますが、同時にこの社会
の宗教的な伝統と決して無縁ではありません。生活の一部にくみ

こまれ、すでに宗教的なものとして必ずしも自覚しているわけで
はありませんが、そのような伝統的な宗教観を、一度あらためて
対象化し、知的に吟味、あるいは学問的に吟味することは、日本
文化を知り、自らの問題として考える重要な意義があるでしょう。

|評価方法 l
出席状況、期末レポート、それと3回の小レポートの三つから、総
合的に成績評価を行います。

|教科書 i
授業の中で指示する
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i講義の自撰及び概要 1

1、内容

本講義では日本の文化史を通史的に見てゆく。しかし、文化史
とは言っても単なる芸術史ではなく、歴史や思想とともに社会の
さまざまな動きとしてみてゆきたい。
特に日本の文化は、大陸や半島からの影響をほとんどの時代に

おいて強く受けながら形成されてきている。そのことと日本国内
の内的な発展と、どのように連関しながら文化は動いてゆくのだ
ろうか、ということを明らかにしたい。

2、カリキュラム上の位置づけ
通史でもあり、入門的な位置づけである。しかし、基礎となる

べきものである。

3、学びの意義と目標
日本の文化の流れを知り、文化史の用語を理解することができ

るようになること。対外的交流の意義を知り、どのような対外的
な地域の影響をうけて日本文化が成立してきたかの概略を説明で
きるようになること。

!評価方法|

中間試験40%、レポート(オンライン)40%、出席20%によって
算出する。

|教科書|

家永三郎『日本文化史』岩波新書

|講義の目標及び概要 i
キリスト教と日本文化という問題を扱います。

近代現代のことも念頭のおきますが、主として、西洋文明やキ
リスト教と日本の思想文化が初めてであった室町時代、その時代

のキリシタンの思想と文化、江戸時代の禁教と反キリシタンの思
想、新井白石と宣教師シドッチの対話、蘭学の受容など、近代以
前をまず対象にして、キリスト教と日本文化・日本人との関わり
の今日的意味を考えてみたいと患います。

i評価方法 i
出席、期末テストのほか、 3回ほどの小レポ)トを課します。成績

評価は、出席状況・期末テスト・小レポートの三つを総合的に判
断して、行います。

|教科書|

プリントを配布する



!講義の目標及び概要 1

1、内容
文字通り、「文化Jを研究対象とすることで、私たちが今どのよ

うな世界に生きているのかを検証することを目的とし、更には、
そうした現状認識を通じて今後の文化創造、世界創造に私たちが
どのように関わっていけるのかということの可能性を模索するこ

とを目指す授業である。
2、カリキュラム上の位置づけ
日本文化学科カリキュラムのいわゆる「五本の柱jの中では「文

化系統j に属しており、この系統における応用レベルの講座であ
る。 3年生以上が受講可能。
3、学びの意義と目標
現在、世界及び日本は f100年に一度の危機的状況にあるJとも

言われるが、私たちは既にこれまでの戦後数十年の聞にも数々の
時代の転換点を経験している。そうした経緯の上に成立している
今の世界、更にはこれからの世界を主体的に形成する役割を担う
学生諸君には、大学という学びの場で「今を生きる」ための教養
と知恵と生きる活力を身に付けてもらいたい。

|評錨方法 j

(1)出席点:50%

(2)最終レポート点:40%

(3)随時実施する課題:10%

|教科書 j

プリントを配布する

|講義の毘標及び概要 1

1.内容
乳児保育とは、 3歳未満児を対象とした保育を指す。人の一生

の土台を作るこの大切な時期に、私達はどのように子どもと関
わったらよいのだろうか。本講義では、 3歳までの発達並びに、養
護と教育が一体となった保育の具体的な内容を学び、これまでに
蓄積された知識、理論、技術を習得していく。なお、具体的に乳
児の姿を理解するために、視聴覚教材を利用する。
2. カリキュラムの位置づけ
保育士資格取得のための必修科目。
これまでに他科目で学んだことも、「乳児保育jとし寸分野にお

いて統合していくことが望まれる。
3.学びの意義と目標
乳児保育の社会的背景と歴史並びに現状を知る。乳児の発育、

発達を学び、月齢に応じた養護と教育の理解を深める。さらに、

健康と安全への配慮を学ぶ。

|評価方法|

受講状況20%、提出物20%、実技20%、筆記試験40%

|教科書|

志村聡子『はじめて学ぶ乳児保育』同文書院

i講義の自標及び概要|

(1)世界の芸能のなかでもユニークな位置を占める日本の古典芸
能、とくに能・狂言・文楽(人形浄瑠璃)・歌舞伎を中心にとりあ

げます。
-演じられているありさま(芸態)を見てそれぞれの違いの亙別

がつくこと
-よく上演されるいくつかの作品の内容を、映像資料を見ながら
理解すること

を目標とします。
(2)日本文化学科の基礎科目群の1つ。 1・2年での習得を原則とし

ます。それ以上の学年でも受講することができます。
(3)グローパル化する社会の中で必要なのは英語力だけではなく、
英語を話すその人が持つ中味でしょう。日本の内外にわたる仕事
をしている日本人が、日本の文化について問われて答えられない
ことが多いと開きます。また将来的に大学で日本文化学を専攻し
たと自己紹介する場合、伝統芸能について問われる機会が必ずあ

るでしょう。そうした時のためにこの科目が、あなたが伝統芸能
について考える手助けにすこしでもなればよいと思います。

i評価方法 l
毎回の出席カードへの感想・疑問点の記入 (30%)、観劇会(12月
開催予定)についてのレポート (30%)、期末試験 (40%)、以上

3つの総合で評価します。詳細は第1回のガイダンスで説明しま

す。

i教科書|

プリントを配布する

!講義の自模及び概要 i
授業内容

私達は日頃、さまざまな他者と関係を持ちながら、また、さま
ざまな社会の動きに関わる行動をとりながら生活している。この
ような他者との関係や社会の動きに関わる行動について、実証的
なデータに基づく社会心理分野の研究事例を紹介しながら、授業
を進めてし、く。

到達呂標
・身近な、対人関係、コミュニケーション、ストレスとストレス

対処、流行の普及過程、リスク認知などについて、社会心理学の
基礎知識を習得する。
-先行研究事例で用いられている主な研究方法や測定尺度と分析
について、基本的な部分を理解する。

|評冊方法 j

平常点(授業への参加、作業・ディスカッションに対する積極的

な取り組み、授業時に提出する小レポート)60%、及び期末レポー
ト40%によって評価を行う。

i教科書|

プリントを配布する
松井豊、上瀬由美子『社会と人間関係の心理学』岩波書庖

川上善郎『うわさが走る~情報伝播の社会心理』サイエンス社



|講義の自犠及び概要 i
人間福祉学科1年生を対象に、人間福祉学について総合的に理

解させるための科目である。

具体的には、社会福祉の仕組み、歴史と入門的実践理論、専門
援助技術、社会福祉各領域別の実践紹介、専門資格取得、さらに
は、進路選択(就職、進学等)、研究法、図書館等の利用の仕方な
どについても多面的に取り上げる。

|評価方法 j
出席率 (50%) と期末・小レポート (50%)で評価。出席を重視

する。

|教科書 i
プリントを配布する

|評価方法i
出席点 (60%) と期末レポート (40%)。

|教科書 i
授業の中で指示する
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